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  意志つなぐ　連携プレーで　事故防ぐ

ま　え　が　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀広域消防局　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年７月　　　　　　　

暮らせる地域づくりを進めるため、消防団はもとより、関係市町や関係機関との

緊密な連携の強化を図っています。また、複雑多様化する災害に的確かつ効

率的に対応できる消防体制の検討や職員の資質向上、消防施設、車両などの

整備を図り、消防業務を進めています。

消防局の現勢と消防に関する各種資料を紹介することを目的として編集してい

ます。より多くの方々にご活用いただければ幸いに存じます。

　　この消防年報は、住民の方や消防関係者をはじめ、多くの方々に佐賀広域

 　佐賀広域消防局では、住民の生命、身体及び財産を守り、住民が安心して

２０２３年度　危険物安全週間推進標語

・平成25年４月１日：佐賀広域消防局と神埼地区消防事務組合消防本部が合併

２０２３年度　全国統一防火標語

  火を消して　不安を消して　つなぐ未来

　　消防年報資料は原則として暦年で記載し、これによらないものについては

※管内合併の状況

・平成12年４月１日：佐賀市消防本部、多久市消防本部、佐賀郡消防事務組合消防本部及び

　小城地区消防事務組合消防本部が合併

それぞれの年月日及び期間にて作成いたしました。
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k㎡ 人 世帯

k㎡ 人 世帯

k㎡ 人 世帯

k㎡ 人 世帯

k㎡ 人 世帯

人

人

① ①

② ②

③ ③

④ ④

 ①

 ②

 ③

④

令和５年４月１日現在（火災・救急、救助・通信は令和４年中）

面
積
･
人
口
･
世
帯

面　　　積 人　　　口 人口密度 世　帯　数

793.31ｋ㎡ 147,279世帯

佐賀市 431.82 佐賀市 228,553 佐賀市 103,284

神埼市 125.13 神埼市 30,792

337,755人

426人／ｋ㎡
多久市

吉野ヶ里町 43.99 吉野ヶ里町

多久市 7,892

小城市 95.81 小城市 44,193

96.56 多久市 18,076

12,213

小城市 17,203

神埼市

吉野ヶ里町 6,687

予
算
･
機
構
･
人
事

消防予算 局・署・所 職　員　数 消防団員数

54億4014万円 定員　 6,269人　定数   425

1世帯当り （定数外職員25人除く） （内女性団員160人）

36,938円

　住民1人当り　 実員　 5,780人
16,107円 　実員   425

  出　張　所

  分 　   署

機
械
・
施
設

ポンプ・タンク車 特殊車両 救　急　車 水　　　利

ポ ン プ 車　     消火栓　

17台 高規格救急車  4,245基
（救助ポンプ車4台含む） 20台     防火水槽　3台

タ ン ク 車 1,032基

　救助工作車

　化    学   車

　災害支援車

救急件数 救急事故種別

1日当り49.1件の

９件　

割合で発生

17,928件

交通事故  1,163件

一般負傷  2,259件

転院搬送  2,478件

急病　 　10,618件

火
災
・
救
急

　　　　9台 （非常用救急自動車含む）1台

    火 災      　 149件

災害別119番受信状況

136件 

火入れ

火災件数

28,563件

救
助
・
通
信

救助件数 救助事故種別 119番受信件数

1日に0.9件の

その他の事故

(問合わせ、試験等含む）

消防用設備設置対象
 少年消防クラブ　 　

    救 助　      219件

 94件　

予

防

防火対象物 中高層建築物（4階以上） 危険物施設

 貯蔵所    　 661件
　　　4クラブ 　 189人

 製造所          9件    幼年消防クラブ 　
　　76クラブ  4,580人

    警 戒　 　1,581件

16,141

 942件　

建物等による事故

  消　防　署

  消　防　局 1

95件 

 取扱所　     346件

15件　

７件　

3

5

4階～9階

市民防火

14件 

　　　1クラブ 　　　7人

10階以上

割合で発生 排気管 6件　

332件
交通事故

3台

3台

 女性防火クラブ 　
13,759件

108件
たき火

3.4日に1件の

1日当り78.3件

割合で発生

    救 急     15,506件

6

水難事故

　水難救助車

　は  し  ご 車

69件 

2台

こんろ

出火原因

消防局の管内一目統計
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佐賀広域消防局管内は九州北西部に位置する佐賀県の中央部にあり、北は  

脊振山地から南は有明海に達します。 
佐賀地方で前海(まえうみ)と呼ばれる有明海は、およそ８万年前の阿蘇山の 

大噴火によって九州全体に積もった土砂が風化して粘土質の泥に変わり、この

泥が川によって海へ運ばれ、大きな干満に伴う潮位変動により堆積したことで

広大な干潟となったといわれています。 
この海は多くの河川が流れ込むことから栄養分が多く、全国有数のノリ養殖

漁場となっているほか、秋には紅葉を見せる塩生植物のシチメンソウやムツゴ

ロウなどといった国内では他に見られないめずらしい生物が約１５種類も生息

しています。 
当消防局は、佐賀市、多久市、小城市、神埼市、吉野ヶ里町の４市１町で   

構成されており、その管内面積 793.31ｋ㎡のうち、北部の山間部が約 41％、西

部の盆地が約 11％で、それらを除くほとんどの土地は平坦な平野となっていま

す。宅地・道路などの都市的利用以外は農地などの自然的利用とされているこ

とから、春から夏にかけては緑のじゅうたんを敷き詰めたような田畑の景色を

見ることができます。 
また、管内を流れる主要河川である嘉瀬川をはじめ、平野部では河川、   

クリーク、水路が発達しており、農業用水としてのみならず火災時における  

消防用水としての役割も果たすなど、住民に多くの恩恵を与えています。 
 
 
 
 
 
 
令和４年中の最高気温は７月で 37.4 度、最低気温は２月で－2.2 度を記録し

ましたが、年間の平均気温は 17.7 度、平均湿度は 69％と、比較的しのぎやす

い温和な気候です。 
しかし、年によっては異常高温や大雨などの異常気象となることがあります。 

地       勢 

気     象 
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佐賀市

神埼市

小城市
多久市

吉
野
ヶ
里
町

鳥栖市

唐津市

伊万里市

有田町
武雄市

嬉野市

鹿島市

太良町

白石町

み
や
き
町

玄海町

上峰町

基山町

江北町
大町町

有明海

佐賀中部広域連合

佐賀広域消防局管内図

三脊出張所

富士出張所

北部消防署

佐賀広域消防局・
佐賀消防署

小城消防署

北分署

多久消防署

久保田出張所

南部消防署

西分署
 
 
 
                          東分署

多久市

小城市
佐賀市

位　置　図

神埼市

神埼消防署

吉野ヶ里町

吉野ヶ里出張所

多久南西出張所

福岡県

大分県

宮崎県

熊本県

鹿児島県

長崎県

九州略図

佐賀県
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　うめ

市の木
　さくら

市の花
　さくら

面積：　９６．５６k㎡

多久市

　小城市は、北には秀峰天山、南には宝の海有明海を
有しています。春には満開の桜、夏には蛍の乱舞、秋
には棚田の彼岸花、冬には美味なる有明海の幸など、
１年を通じて見どころが満載です。

ＴａｋｕCity

小城公園の桜

清水の滝
人口：　４４，１９３人
面積：　９５．８１k㎡

市の花 多久聖廟（国重要文化財）

人口：　１８，０７６人

　さくら

小城市

市の木
　いちょう

　佐賀市は、長崎街道沿いに往時の面影を残す歴史ある
城下町であり、北部の森林と佐賀平野の緑、南には豊穣
の有明海をのぞむ自然豊かな町でもあります。また、イン
ターナショナルバルーンフェスタをはじめとするイベント
や、温泉、個性的な動植物が生息する干潟など、多彩な
魅力がいっぱいです。
　平成27年７月には、日本初の実用蒸気船「凌風丸」が造
られた「三重津海軍所跡」が、「明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産業」のひとつとして、世界文化遺
産に登録されました。

ＯｇｉCity

西渓公園

市の木
　かえで

佐賀インターナショナル
　　　　　　　　　　バルーンフェスタ

　 ｢朋有り 遠方より来る 亦楽しからずや……｣緑豊かな
文教の地、多久市は、日本三大孔子廟の一つ多久聖
廟をもつ孔子の里として、東原庠舎(藩校を復元した研
修施設)、四季を楽しめる西渓公園や武家屋敷など歴
史と文化の香りが漂うまちです。

市の花

            有明海    三重津海軍所跡の木製護岸

ＳａｇａCity

佐賀市

面積：　４３１．８２k㎡
人口：　２２８，５５３人

構 成 市 町 の 紹 介
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吉野ヶ里町 　吉野ヶ里町は、日本茶樹栽培発祥の地と伝えら
れる霊仙寺跡や日本最大級の環濠集落跡吉野ヶ
里遺跡のある歴史浪漫のあふれる町です。また、サ
ザンカ自生北限地（国天然記念物）であり、脊振山
の緑豊かな自然と佐賀平野の雄大な田園地帯が
見せる四季折々の景色は多くの観光客を魅了して
います。

市の木
　もみじ

市の花
　さくら

神埼市マスコットキャラクター
くねんワン・くねんニャン

　神埼は古代から常に人の往来と定住があった所で、
弥生時代には巨大環濠集落、奈良時代には神埼郡
衙、中世には平家の基礎財力がこの地で蓄えられまし
た。
　江戸時代、長崎街道神埼宿には本陣、脇本陣が備
えられ東肥前の経済の中心を成していきました。
　脊振山頂からの標高差のある風景は観光素材とな
り、特に九年庵は九州の紅葉の名所として知られてい
ます。

神埼市

ＫanzakiCity

国の名勝　九年庵

面積：　１２５．１３k㎡
人口：　３０，７９２人

 吉野ヶ里歴史公園

人口：　１６，１４１人
面積：　４３．９９k㎡

霊仙寺跡から望む茶畑の景色

　さざんか

町の花
　さくら

Yoshinogari Town

町の木

構 成 市 町 の 紹 介
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市

佐 賀 市

多 久 市

小 城 市

神 埼 市

吉野ヶ里町

合　　計

54.43%

面積比率

100.0%

5.55%

15.77%

12.08%

12.17%

100.0%

4.78%

9.12%

13.08%

5.35%

793.31

43.99

125.13

95.81

96.56

103,284

世　帯

431.82

面積（ｋ㎡）

67.67%

人口比率

佐賀広域消防局管内の人口等推移

令和５年４月１日現在

令　和　５　年

人口（人）

337,755

16,141

30,792

44,193

18,076

228,553

147,279

6,687

12,213

17,203

7,892

341,739 

339,355 
337,755 

335,000

340,000

345,000

350,000

令和３年 令和４年 令和５年

人
過去3年間の管内人口推移グラフ

145,693 146,133 
147,279 

140,000

145,000

150,000

令和３年 令和４年 令和５年

世帯
過去3年間の管内世帯数推移グラフ
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構 造 敷地面積 延 面 積
建 築
年 月

1F  2,167.15㎡

2F  1,999.39㎡ R3.1

3F  1,617.54㎡

4F  1,135.46㎡

PH　 　42.04㎡

R2.6

R2.6

R2.6

R3.12

540.65㎡

1F  359.15㎡

2F  181.50㎡

503.81㎡

1F  361.20㎡

2F  142.61㎡

S58.3

庁

舎

東

分

署

鉄骨造
２階建

1,827.57㎡ H18.3

庁　　舎　　写　　真

西

分

署

1,315.78㎡

庁

舎

消

防

局

・

佐

賀

消

防

署

11,817.12㎡

庁

舎

そ

の

他

１棟 9.28㎡

そ

の

他

鉄筋コン
クリート造

２階建

6,961.58㎡

鉄筋コン
クリート造

一部鉄骨造
地上４階

そ

の

他

４棟 51.25㎡
R3.1
R3.3
R4.3

１棟 10.35㎡

鉄筋コン
クリート造
地上５階

訓
練
塔
A
棟

229.30㎡

鉄筋コン
クリート造
地上３階

訓
練
塔
B
棟

106.33㎡

鉄筋コン
クリート造
地上３階

訓
練
塔
C
棟

401.96㎡

車

庫

鉄骨造
平屋建

254.36㎡

消防庁舎の現況
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構 造 敷地面積 延 面 積
建 築
年 月

庁　　舎　　写　　真

1,006.34㎡

1F  550.23㎡

2F  456.11㎡

多
　
　
久
　
　
消
　
　
防
　
　
署

庁
舎

鉄筋コン
クリート造

２階建

5,676.51㎡

H6.3

車
庫

鉄骨造
２階建

73.40㎡

多

久

南

西

出

張

所

1,452.06㎡

H6.3

H6.3

A
訓
練
塔

鉄筋コン
クリート造

５階建
174.00㎡ H6.3

450.90㎡

80.00㎡

B
訓
練
塔

鉄筋コン
クリート造

２階建

庁

舎

そ

の

他

１棟

鉄骨造
平屋建

  393.14㎡

4.41㎡

２棟 H6.3
そ
の
他

R2.6

R2.9
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構 造 敷地面積 延 面 積
建 築
年 月

庁　　舎　　写　　真

1,678.17㎡

1F 1,085.37㎡

2F    592.80㎡

349.16㎡

1F  244.24㎡

2F  104.92㎡

1,786.26㎡

1F  1,390.64㎡

2F     395.62㎡

庁
舎南

　
　
部
　
　
消
　
　
防
　
　
署

鉄筋コン
クリート造

２階建

そ
の
他

１棟 　　　　　8.82㎡

訓
練
塔

178.93㎡

補
助
塔

19.11㎡

5,624.89㎡鉄骨造
５階建

鉄骨造
平屋建

１棟 3.24㎡

富

士

出

張

所

庁

舎

鉄骨造
平屋建

1,075.20㎡

329.67㎡

北
　
部
　
消
　
防
　
署

5,129.84㎡

そ
の
他

１棟 8.24㎡

鉄筋コン
クリート造

２階建

庁
舎

久

保

田

出

張

所

訓練塔

庁

舎

鉄骨造
２階建

762.80㎡

Ｈ25.8

36.00㎡ Ｈ25.8

そ
の
他

１棟 11.96㎡

H28.2

S61.12

S61.12

H28.2

H20.12

H20.12

H17.8

H17.8

Ｈ25.8

訓
練
塔

鉄骨造
２階建

そ

の

他

11



構 造 敷地面積 延 面 積
建 築
年 月

庁　　舎　　写　　真

8.24

18

  569.15㎡

1F  426.59㎡

2F  142.56㎡

H5.2

7,035.67㎡

H26.7

車
庫

軽量鉄骨造
平屋建

48.95㎡ H23.3

車
庫

鉄骨
スレート造

平屋建

鉄骨造
２階建

訓
練
塔
1

２棟

H27.3

庁
舎

鉄骨造
２階建

1,508.96㎡ H16.3

北
　
分
　
署

16.00㎡
鉄骨造
２階建

補
助
訓
練
塔

訓
練
塔
３

鉄骨造
２階建

27.50㎡

そ
の
他

253.20㎡

小
　
　
城
　
　
消
　
　
防
　
　
署

庁
舎

鉄筋コン
クリート造

２階建

82.76㎡

1,558.49㎡

1F  996.89㎡

2F  561.60㎡

26.24㎡

H27.3

H22.3

H27.3

H6.2
H26.8

鉄骨造
２階建

訓
練
塔
２

71.74㎡

小城消防
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構 造 敷地面積 延 面 積
建 築
年 月

庁　　舎　　写　　真

2,197.60㎡

1F 1,441.57㎡

2F    756.03㎡

H30.3

H27.1

240.64

鉄筋コン
クリート造

２階建

庁

舎

H8.3

H8.3

H8.381.43㎡
鉄筋造
２階建

B

訓

練

塔

そ

の

他

吉

野

ヶ

里

出

張

所

庁

舎

鉄骨造
平屋建

1,390.41㎡   359.65㎡

神

　
　
埼

　
　
消

　
　
防

　
　
署

5,370.30㎡

庁

舎

鉄骨造
平屋建

  385.86㎡

A

訓

練

塔

鉄筋造
５階建

159.19㎡

三
　
脊
　
出
　
張
　
所

1,801.59㎡

１棟 4.41㎡

H30.3
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種 別

総 務 課 2 1 1 4

警 防 課 1 1 1 1 4

予 防 課 1 1 1 3

小 計 1 1 1 2 3 2 1 11

署 3 1 2 2 4 1 1 1 3 1 2 21

西 分 署 1 1 1 1 4

東 分 署 1 1 1 1 4

小 計 5 3 2 2 6 1 1 1 5 1 2 29

署 1 2 1 1 1 1 1 1 9

南西出 張所 1 1 1 3

小 計 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 12

署 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

久保田出張所 1 1 1 3

小 計 2 1 1 2 1 1 1 2 1 12

署 1 1 1 1 2 1 1 1 1 10

富士出 張所 1 1 1 3

小 計 1 1 1 1 1 3 1 1 2 1 13

署 1 1 1 2 1 1 1 1 1 10

北 分 署 1 1 1 1 4

小 計 2 2 1 3 1 1 1 2 1 14

署 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 11

三脊出張所 1 1 1 3

吉野ヶ里出張所 1 1 1 3

小 計 2 1 1 1 4 1 1 1 1 2 1 1 17

13 4 9 3 3 3 1 20 2 2 1 2 5 6 1 4 17 8 1 3 108

※　特殊車両：「水陸両用バギー」及び「重機」を示す。

重機

特

殊

車

両

燃

料

補

給

車

指

令

車

資

材

搬

送

車

林

野

火

災

工

作

車

連

絡

車
（

軽
）

連

絡

車
（

普
）

人

員

輸

送

車

　消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型

災

害

支

援

車

高

規

格

救

急

車

は

し

ご

車

指

揮

隊

車

水

難

救

助

車

救

助

工

作

車

重機搬送車

救

助

ポ

ン

プ

車

局

ポ

ン

プ

車

タ

ン

ク

車

化

学

車

査

察

車

令和５年４月１日現在　　

多
久
消
防
署

　所　属　別

佐
賀
消
防
署

合

　
　
計

合　　　　　計

北
部
消
防
署

神
埼
消
防
署

南
部
消
防
署

小
城
消
防
署

機

動

連

絡

車

消防車両一覧表

14



昭和23年 5月 佐賀市消防本部を設置

昭和38年 11月 多久市消防本部を設置

昭和44年 11月 神埼地区消防事務組合消防本部を設置

昭和46年 11月 小城地区消防事務組合消防本部を設置

昭和49年 3月 佐賀郡消防事務組合消防本部を設置

平成12年 4月

平成15年 3月

　 

平成15年 4月

平成16年 3月

平成17年 8月 北部消防署富士出張所庁舎新築

平成18年 3月 佐賀消防署東出張所と南部消防署諸富出張所を統合し、佐賀消防署東分署を新設

4月

5月

平成19年 4月 女性消防吏員初採用

平成20年 4月

12月 南部消防署久保田出張所新築

平成21年 1月 佐賀消防署に高度救助隊を置き、高度救助資機材を配置

4月 北部消防署に水難救助隊を置き、水難救助車を配置

小城消防署に特別救助隊を置き、救助資機材を配置

平成22年 4月 総務省消防庁の国際消防救助隊員に登録される（６名）

位置情報通知システム統合型の運用開始

平成23年 4月 消防救急通信指令システムを部分更新し、運用開始

平成24年 1月 佐賀中部広域連合内常備消防広域化基本合意書調印式を実施

平成24年 1月 佐賀県知事から佐賀中部広域連合佐賀広域消防局と神埼地区消防事務組合消防

本部の合併が許可される

平成12年４月１日　佐賀地区広域市町村圏組合佐賀広域消防局発足

職員定数を343人とする

通信指令装置の運用開始

消防局に総務課、予防課、消防課、通信指令課を置く

５署１分署５出張所（旧消防本部の署所を引継ぐ）を置く

南部消防署庁舎大規模改修

平成15年３月31日　佐賀地区広域市町村圏組合解散

臨時議会において佐賀中部広域連合職員定数条例を改正、団塊世代の大量退職

に伴い、前倒し採用による対応を図る（定数外処理）

再任用制度導入（５人再任用）

小城消防署北分署庁舎新設

総務省消防庁から高度救助隊設置の指定を受ける

平成15年４月１日　佐賀中部広域連合佐賀広域消防局発足

佐賀広域消防局の沿革及び施設の概要
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平成25年 3月

4月

６署３分署４出張所となる　職員定数を425名とする

平成25年 8月 北部消防署庁舎新築

平成26年 4月 消防救急デジタル無線の運用開始

7月 小城消防署庁舎新築

平成27年 1月 神埼消防署吉野ヶ里出張所庁舎新設

２月 神埼消防署吉野ヶ里出張所運用開始　６署３分署５出張所となる

平成28年 2月 南部消防署庁舎新築

平成30年 3月

令和 2年 6月 多久消防署多久南西出張所新設

10月

令和 3年 1月

2月

4月 組織機構の改編に伴い、消防局「消防課」を「警防課」に、消防局「通信指令課」

を「情報指令課」に、消防署「警防１課及び警防２課」を「消防１課及び消防２課」

に改める。

5月 佐賀消防署に防災学習広場を設置し、運用開始

10月

佐賀広域消防局・佐賀消防署新築

佐賀広域消防局・佐賀消防署新庁舎運用開始

高機能消防指令センター運用開始

救急出動体制強化等を図るため、佐賀消防署中央出張所の機能を佐賀消防署に

移転統合し、中央出張所を廃止　６署３分署５出張所となる

多久消防署多久南西出張所運用開始　６署３分署６出張所となる

神埼消防署三脊出張所新築

平成25年３月31日　神埼地区消防事務組合解散

平成25年４月１日　神埼地区消防事務組合消防本部と合併
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平成 22 年 2 月 1 日
平成 25 年 4 月 1 日

平成 20 年 4 月 1 日
平成 12 年 4 月 1 日
平成 31 年 4 月 1 日

令和 2 年 3 月 10 日

令和 2 年 3 月 16 日

 久留米広域市町村圏事務組合

21 鳥栖・三養基地区消防事務組合

 糸島市との隣接常備消防相互応援協定
 (火災・救急・救助・その他災害)

 糸島市

 吉野ヶ里町
 緊急時の道路維持管理資材の使用に係る
 協定

 佐賀市、多久市、小城市、神埼市

 福岡佐賀県境隣接常備消防相互応援協定
 (火災・救急・救助・その他災害)

 神埼市・吉野ヶ里町

 佐賀空港及びその周辺における消火救難
 活動に関する協定

[空港関係]

協 定 書 等 種 別

 佐賀県常備消防相互応援協定
 (火災・救急・救助・その他災害)

 長崎自動車道にかかる消防業務に関する
 覚書

協 定 先

平成

 久留米広域市町村圏事務組合との隣接常備
 消防相互応援協定
 (火災・救急・救助・その他災害)

[高速道路関係]

協 定 書 等 種 別

[無線関係]

締 結 年 月 日

 高速自動車道における消防の相互応援に
 関する協定

 佐賀空港周辺航空機災害消防相互応援協定

年

平成 25

平成 日25

締 結 年 月 日

日

平成 12

締 結 年 月 日

年 4

 佐賀市（諸富町・大和町・富士町・
 川副町・東与賀町・久保田町） 小城市

協 定 先 締 結 年 月 日協 定 書 等 種 別

年 4

[相互応援関係]

締 結 年 月 日

平成 25

 防災行政無線遠隔制御装置の運用に関する
 協定等

 佐賀県下の消防本部（５本部） 平成 26

 佐賀空港事務所

協 定 先

 佐賀県

 多久市
 神埼市

 災害弱者緊急通報システムに関する覚書

[その他]

 佐賀県防災、行政衛星無線設備の管理及び
 運用に関する委託協定

 佐賀県

協 定 書 等 種 別 協 定 先

 同ヘリコプターとの合同訓練を行った場合の
 負担に関する協定

月 1

1 日月

7 月 2 日

9 月 1 日

年 4 月 1

年

年 4 月 1 日

平成 20 年 1 月

平成 20 年 1 月 1

年 4 月 1

1 日

日

日

日平成 12 年 4 月 1

平成 12

日

※平成12年４月１日佐賀広域消防局再編に伴い、全面的に再協定を行う。

　 また、合併等で名称が変わったものについては、事務承継の観点から変更後の名称とする。

平成 25 年 2 月 20

 佐賀市

 佐賀県消防防災ヘリコプター支援に係る協定  佐賀県 令和 3 年 3 月 22 日

月 26 日
 災害時における消防用水等の供給支援に
 関する協定

 佐賀県生コンクリート工業組合 平成 29 年 12

 緊急消防援助隊佐賀県大隊の応援出動に
 おける食料等の供給に関する協定

 佐賀県生活協同組合連合会 平成 28 年 10

協 定 書 等 種 別

令和５年４月１日現在

 他の都道府県若しくは他の都道府県に属する
 消防防災ヘリコプターによる支援を受けた場

月 28 日

 佐世保市
 県央地域広域市町村圏組合
 杵藤地区広域市町村圏組合

 多久市

 柳川市

 久留米広域市町村圏事務組合

 筑紫野大宰府消防組合

 春日・大野城・那珂川消防組合
 鳥栖・三養基地区消防事務組合

協 定 先

各種協定の状況
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副首長選出１名

多 久 市 長

神 埼 市 長

吉野ヶ里町長

佐賀市副市長

伊 東 健 吾

内 川 修 治

江 里 口 秀 次

横 尾 俊 彦

議　会

古 賀 公 彦

広域連合長

監査委員

副議長

議  長

広域連合議会

執行機関

選挙管理委員会

池 田 一 善

首長選出４名

小 城 市 長

監査委員

佐 賀 市

 出納室

監査事務局

佐賀市監査事務局職員　兼務

役  職

広域連合長

事 務 局

識   　  見

山 下 明 子

副広域連合長

佐 賀 市 長

副広域連合長

野 副 芳 昭 議選(神埼市)

力 久 剛

多 久 市

【定数56人】

佐賀広域消防局
 消防局長以下425人

常設設置の事務局なし

事務局総務課職員、消防局総務課職
員及び佐賀市議会事務局職員　兼務

 事務局長以下42人

　令和５年７月１日現在

（定数外の職員25人を除く）

坂 井 英 隆

【定数425人】

会計部門（佐賀市職員兼務）

 会計管理者

議会事務局

佐賀中部広域連合機構
Ⅰ 組織
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救急係

三脊出張所

吉野ヶ里出張所

庶務１課･２課 庶務係

神 埼消 防署 予防指導１課･２課 予防指導係

消防１課･２課 消防係

消防１課･２課 消防係

救急係

北分署（第１・第２） 消防係

救急係

富士出張所

庶務１課･２課 庶務係

小 城消 防署 予防指導１課･２課 予防指導係

北 部消 防署 予防指導１課･２課 予防指導係

消防１課･２課 消防係

救急係

消防１課･２課 消防係

救急係

久保田出張所

庶務１課･２課 庶務係

消防１課･２課 消防係

多久南西出張所

庶務１課･２課 庶務係

南 部消 防署 予防指導１課･２課 予防指導係

東分署（第１・第２） 消防係

救急係 

庶務１課･２課 庶務係

多 久消 防署 予防指導１課･２課 予防指導係

消防１課･２課 消防係

救助係

救急課 救急１係・２係

西分署（第１・第２） 消防係

救急係 

指令センター(第１・第２・第３）

消  　防  　署

庶務１課･２課 庶務係

佐 賀消 防署 予防指導課 予防指導係

危険物係

警 防 課 救急防災係

消防救助係

情 報指 令課 情報管理係

経理係
<音楽隊>

予 防 課 査察係

予防調査係

建築係

令和５年４月１日現在　

消　　防　　局
総務係

総 務 課 人事係消 防 局 長

佐賀広域消防局組織図
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      （単位：千円）

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

歳     入
令 和 ４ 年 度令 和 ５ 年 度

前 年 度 比
予       算 割   合予       算 割   合

0.01%

4,194 0.08%

0.69

0.00

財　　産　　収　　入 450 0.01%550

使用料及び手数料

22.22

4,194 0.08%

分担金及び負担金 4,953,706 95.27%4,987,942 91.69%

繰　　　  入　　　 金 110,000 2.12%95,000 1.75%

80,400 1.55%305,400

0.00%繰　　　　越　　　 金 10 0.00%10

0.86%

100.00%

5.61%

諸　　　　収　　　 入 51,011 0.98%47,043

100.00%5,440,139

広　 域　連　合　債

合            計 5,199,771

割   合

常　備　消　防　費 4,209,474 80.95%4,303,555 79.11%

　       　（△は減）

     （単位：千円）

歳     出
令 和 ４ 年 度令 和 ５ 年 度

前 年 度 比
予       算 割   合予       算

12.04%公　　　 債　　　 費 689,511 13.26%654,818

消　防　施　設　費 280,786 5.40%461,766 8.49%

予　　　 備　　　 費 20,000

5,440,139 100.00%

0.38%20,000 0.37%

100.00%

予    算  （円） 人    口  （人） 世    帯 （世帯）

令和５年４月１日現在

36,9385,440,139,000 337,755 147,279 16,107

１世帯当り額 （円）１人当り額 （円）

合             計 5,199,771 4.62

279.85

△ 7.77

0.00

△ 13.63

0.00

△ 5.03

64.45

2.23

4.62

令和５年度消防費予算に対する住民の負担状況

消防費当初予算
Ⅱ 財政
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正
 
監

監
司
令
長

司
 
令

司
令
補

士
 
長

副
士
長

士

事
務
吏
員

再
任
用

計

1 1
2 2

1 1
総 務 係 1 1 1 1 4
経 理 係 2 1 1 4
人 事 係 2 1 3 6

1 1 1 3
1 1 7 9

2 2
予 防 調 査 係 1 1 2
査 察 係 2 2
建 築 係 1 1 1 3
危 険 物 係 2 1 3

1 1
消 防 救 助 係 1 2 3
救 急 防 災 係 1 2 1 4
警防課付（定数外） 1 3 1 5

1 1
情 報 管 理 係 1 1 2
指令センター（第1） 1 2 1 1 2 7
指令センター（第2） 1 1 2 1 2 7
指令センター（第3） 1 2 2 2 7

1 3 8 20 19 11 0 7 2 8 79
1 1

2 2
2 1 3

1 課 庶 務 係 1 1 2 4
2 課 庶 務 係 1 1 1 1 4

1 1
予 防 指 導 係 1 2 1 2 2 8

2 2
1 課 消 防 係 2 1 2 3 2 10
2 課 消 防 係 2 1 3 2 2 10
1 課 救 助 係 1 2 5 1 9
2 課 救 助 係 1 2 5 1 9

1 1
救 急 １ 係 1 2 2 2 3 10
救 急 ２ 係 1 2 2 2 3 10

2 2
消 防 係 （ 第 1 ） 1 2 1 1 5
消 防 係 （ 第 2 ） 1 1 2 1 5
救 急 係 （ 第 1 ） 1 2 1 4
救 急 係 （ 第 2 ） 1 1 2 4

2 2
消 防 係 （ 第 1 ） 1 1 1 2 5
消 防 係 （ 第 2 ） 1 1 1 2 5
救 急 係 （ 第 1 ） 1 1 2 4
救 急 係 （ 第 2 ） 1 1 1 1 4

0 1 8 15 22 30 20 25 1 2 124
※1　副局長は総務課長、警防課長が兼務。

※2　総務課付（定数外）内訳：消防庁（士長1人)・佐賀県消防学校（司令補1人）・初任科(士7人)
※3　警防課付（定数外）内訳：佐賀県防災航空隊（司令1人、司令補1人、士長1人）・好生館（司令補2人）

署 長

令和５年４月１日現在　　
         　　　階　　　 級

配　　　置

消
 
 
 
 
防
 
 
 
 
局

消 防 局 長

※１　　副　　局　　長

警 防 課

小 計

総務課付（定数内）

総務課付（定数外）

総 務 課

予 防 課

小 計

※２

佐
 
 
　
賀
 
 
　
消
 
 
　
防
 
 
　
署

東 分 署 （ 1 ･ 2 ）

救 急 課

西 分 署 （ 1 ･ 2 ）

情 報 指 令 課

副 署 長 （ 1 ・ 2 ）

庶 務 課 （ 1 ･ 2 ）

予 防 指 導 課

消 防 課 （ 1 ･ 2 ）

※３

職員配置状況Ⅲ 人事
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正
 
監

監
司
令
長

司
 
令

司
令
補

士
 
長

副
士
長

士

事
務
吏
員

再
任
用

計

         　　　階　　　 級

配　　　置

1 1

2 2

1 課 庶 務 係 1 1 1 3

2 課 庶 務 係 1 1 1 3

2 2

1 課 予 防 指 導 係 1 1 1 3

2 課 予 防 指 導 係 1 1 1 3

2 2

1 課 消 防 係 1 2 1 4

2 課 消 防 係 1 1 1 1 4

1課多久南西出張所 1 2 1 1 5

2課多久南西出張所 1 1 2 1 5

0 1 2 4 8 8 6 6 0 2 37

1 1

2 2

1 課 庶 務 係 1 1 2 4

2 課 庶 務 係 1 1 1 1 4

2 2

1 課 予 防 指 導 係 1 1 1 1 4

2 課 予 防 指 導 係 1 1 1 1 4

2 2

1 課 消 防 係 1 1 1 3

2 課 消 防 係 1 1 1 3

1 課 救 急 係 1 1 1 1 4

2 課 救 急 係 1 1 1 1 4

1課久保田出張所 1 1 1 2 5

2課久保田出張所 1 2 2 5

0 1 2 4 10 11 9 8 0 2 47

1 1

2 2

1 課 庶 務 係 1 1 2 4

2 課 庶 務 係 1 1 2 4

2 2

1 課 予 防 指 導 係 1 1 1 1 4

2 課 予 防 指 導 係 1 1 1 1 4

2 2

1 課 消 防 係 1 1 1 3

2 課 消 防 係 1 1 1 3

1 課 救 急 係 1 1 1 1 4

2 課 救 急 係 1 2 1 4

1 課 富 士 出 張 所 1 1 2 1 5

2 課 富 士 出 張 所 1 2 1 1 5

0 0 3 4 10 10 11 5 0 4 47小 計

多
 
久
 
消
 
防
 
署

署 長

庶務課（副署長1 ･ 2）

予 防 指 導 課 （ 1 ･ 2 ）

南
　
部
 
消
 
防
 
署

署 長

庶務課（副署長1 ･ 2）

予 防 指 導 課 （ 1 ･ 2 ）

消 防 課 （ 1 ･ 2 ）

小 計

北
　
部
　
消
　
防
　
署

消 防 課 （ 1 ･ 2 ）

署 長

庶務課（副署長1 ･ 2）

予 防 指 導 課 （ 1 ･ 2 ）

消 防 課 （ 1 ･ 2 ）

小 計
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正
 
監

監
司
令
長

司
 
令

司
令
補

士
 
長

副
士
長

士

事
務
吏
員

再
任
用

計

         　　　階　　　 級

配　　　置

1 1

2 2

1 課 庶 務 係 1 1 1 1 4

2 課 庶 務 係 1 1 1 1 4

2 2

1 課 予 防 指 導 係 1 1 2 4

2 課 予 防 指 導 係 1 1 2 4

2 2

1 課 消 防 係 1 2 1 4

2 課 消 防 係 1 2 1 4

1 課 救 急 係 1 1 2 4

2 課 救 急 係 1 1 2 4

2 2

消 防 係 （ 第 1 ） 1 1 2 1 5

消 防 係 （ 第 2 ） 1 1 1 1 1 5

救 急 係 （ 第 1 ） 1 1 1 1 4

救 急 係 （ 第 2 ） 1 2 1 4

0 1 2 6 12 15 14 5 0 4 59

1 1

2 2

1 課 庶 務 係 1 1 2 4

2 課 庶 務 係 1 1 1 1 4

2 2

1 課 予 防 指 導 係 1 1 1 1 4

2 課 予 防 指 導 係 1 2 1 4

2 2

1 課 消 防 係 1 1 1 3

2 課 消 防 係 1 1 1 3

1 課 救 急 係 1 1 1 1 4

2 課 救 急 係 1 1 2 4

1 課 三 脊 出 張 所 1 1 1 1 1 5

2 課 三 脊 出 張 所 1 1 1 1 1 5

1課吉野ヶ里出張所 1 2 2 5

2課吉野ヶ里出張所 1 1 2 1 5

0 0 5 3 11 14 10 10 0 4 57

1 7 30 56 92 99 70 66 3 26 450合 計

小
 
城
 
消
 
防
 
署

署 長

庶務課（副署長1 ･ 2）

予 防 指 導 課 （ 1 ･ 2 ）

消 防 課 （ 1 ･ 2 ）

北 分 署 （ 1 ･ 2 ）

小 計

予 防 指 導 課 （ 1 ･ 2 ）

小 計

庶務課（副署長1 ･ 2）

消 防 課 （ 1 ･ 2 ）

神
 
埼
 
消
 
防
 
署

署 長
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正
 
監

監
司
令
長

司
 
令

司
令
補

士
 
長

副
士
長

士

事
務
吏
員

計

18 0

19 2 2

20 0

21 6 6

22 9 9

23 7 7

24 8 8

25 1 8 9

26 1 11 12

27 9 5 14

28 8 2 10

29 6 2 8

30 2 8 3 13

31 8 11 19

32 3 6 1 10

33 12 9 2 23

34 15 3 18

35 16 4 20

36 4 9 2 15

37 6 5 11

38 7 8 2 17

39 6 5 11

40 6 5 11

41 5 5

42 4 1 5

43 1 7 8

44 2 8 1 11

45 1 3 4

46 1 5 1 7

47 5 3 3 11

48 10 11 1 22

49 8 2 1 11

50 9 7 16

51 1 5 1 7

52 4 6 4 1 15

53 3 2 1 6

54 7 3 3 1 14

55 3 1 4

56 1 1

57 1 1 4 3 1 10

58 3 4 1 8

59 3 3 6

60 2 2

61 7 7

62 4 4

63 9 9

64 4 4

1 7 30 56 92 125 70 66 3 450

57.0 58.3 55.1 49.7 43.9 41.8 30.7 24.8 52.7 40.3

６

０

歳

未

満

６
０
歳
以
上

計
平均年齢

※定数外職員25人【消防庁派遣（士長1人)・佐賀県派遣（司令1人、司令補 4人、士長1人）・初任科(士7人)】、再任用短時間（11名）

５

０

歳

未

満

  階級

年齢

３

０

歳

未

満

４

０

歳

未

満

令和５年４月１日現在　

人
10 20

年齢別職員数
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正
 
監

監
司
令
長

司
 
令

司
令
補

士
 
長

副
士
長

士

事
務
吏
員

計

1 7 8
10 10
11 11

1 6 1 8
2 8 10
3 11 14

1 4 7 12
7 2 9

1 5 2 8
6 10 1 17
6 11 1 18
9 14 23

1 9 6 16
2 11 2 15
5 16 2 23
7 18 25
9 10 3 22
9 2 11

1 1 2
2 2

1 2 3
3 3
6 1 7

2 9 11
2 3 1 6
5 2 2 1 10
1 1

1 1 3 5
4 5 1 10
5 6 4 15

1 18 8 1 28
1 9 1 11
6 4 7 1 18
3 1 4
3 2 5
2 1 3

1 7 1 1 10
1 1

1 1
2 3 2 3 10
4 2 6 12

0
6 6
2 2

0
4 4

1 7 30 56 92 125 70 66 3 450

0.0 39.1 34.6 29.0 22.3 19.2 9.5 3.5 19.3 19.6
※定数外職員28人【消防庁派遣（士長1人)・佐賀県派遣（司令1人、司令補4人、士長1人）・初任科(士10人)】、再任用短時間（11名）

37年 

42年 

計
45年 

平均勤続年数

39年 
40年 
41年 

38年 

43年 
44年 

32年 
33年 
34年 
35年 
36年 

27年 
28年 
29年 
30年 
31年 

26年 

15年 
16年 
17年 
18年 
19年 
20年 
21年 
22年 
23年 
24年 
25年 

14年 

3年 
4年 
5年 
6年 
7年 
8年 
9年 
10年 
11年 
12年 
13年 

2年 

       階級

年数
1年未満 
1年 

令和５年４月１日現在　　

勤続年数別職員数

人

20 3010
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司令補 士 長 副士長 士 計

79 78 84 19 2 262

2 1 2 0 0 5

2 24 80 60 15 181

18 5 10 0 0 33

85 55 33 4 3 180

2 37 88 67 64 258

33 36 38 14 8 129

5 13 13 4 0 35

31 35 35 14 4 119

34 65 84 61 23 267

52 24 24 0 0 100

60 19 26 0 0 105

69 77 93 64 48 351

79 83 117 70 49 398

29 11 8 0 0 48

47 51 58 7 1 164

34 33 34 8 0 109

86 92 121 70 52 421

1 1 0 0 0 2

87 92 113 70 49 411

1 0 0 0 0 1

44 43 68 28 9 192

5 3 4 1 0 13

3 4 1 0 0 8

7 12 5 1 0 25

0 3 1 0 0 4

16 25 22 8 6 77

5 13 3 0 0 21

3 1 0 0 0 4

13 0 3 0 0 16

23 24 6 0 0 53

そ
の
他

衛 生 管 理 者

特定化学物質作業主任者

建

築

・

予

防

2 級 建 築 士

予 防 技 術 者 検 定

電 気 工 事 士

消 防 設 備 士 （甲）

消 防 設 備 士 （乙）

危 険 物 取 扱 者 （ 甲 ）

危 険 物 取 扱 者 （ 乙 ）

危 険 物 取 扱 者 （ 丙 ）

毒 物 劇 物 取 扱 者

救

助

玉 掛 技 能 士

ク レ ー ン 技 能 士

ア ー ク 溶 接 士

ガ ス 溶 接 士

小 型 船 舶 操 縦 士

潜 水 士

水 上 安 全 法 指 導 員

酸素欠乏危険作業主任者

無

線

陸上特殊無線技士(第1級)

陸上特殊無線技士(第2級)

陸上特殊無線技士(第3級)

救

急

救 急 救 命 士

気管内挿管資格取得者

薬 剤 投 与 資 格 取 得 者

救 急 標 準 課 程

救 急 Ⅱ 課 程

救 急 Ⅰ 課 程

令和５年４月１日現在　
                   階     級

資  格  名

司令
以上

車

両

大 型 自 動 車 （ Ⅰ 種 ）

大 型 自 動 車 （ Ⅱ 種 ）

中 型 自 動 車

職員の特殊技能 ・ 資格取得状況
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1 1

2 5 (1) 7 (1)

2 3 (2) 5 (2)

1 (1) 2 (2) 3 (3)

1 2 3

2 3 5

1 1 11 (2) 1 29 (11) 43 (13)

1 (1)

10月 さが防火フェスタ

10月 三瀬ふれあい祭り

佐賀県消防大会　

救急フェスタ

3月

防火ポスターコンクール表彰式

全日本軟式野球大会開会式

リレー・フォー・ライフ・ジャパン

11月

9月

11月 ライトファンタジーパレード

9月

9月

3

(1)3

ホ   ル   ン 3

チ ュ ー バ

トロンボーン

演奏月 行　　事　　名

計

ベ ー ス

（   ）内はうち女性隊員数

(3)  令和４年の主な演奏出場

パーカッション

コントラバス
1 (1)

ユーフォニウム

フ ル ー ト
（ピッコロ）

クラリネット
（ﾊﾞｽｸﾗﾘﾈｯﾄ）

トランペット

2

(2)　編   成

人 員 計楽 器 名 等 講 師

1 4

(1)　概　 要

令和５年４月１日現在

バリトンサクソフォン

  音楽を通じて市民の火災予防思想の普及を図り、併せて消防職員の士気の高揚と情操

の育成に資することを目的として、昭和44年5月1日に同好者23名で音楽部を結成した。

逐年の活動の結果、各種行事での演奏の機会も多くなり、消防広報を更に効果的なもの

にするため、昭和48年8月1日に音楽隊の設置規程を制定し、名称も佐賀市消防音楽隊と

して正式に発足した。昭和57年3月には同規程の一部を改正して、消防団員も音楽隊員に

委嘱することができるようにし職団員をもって消防広報に活躍している。平成12年4月1

日佐賀広域消防局発足と同時に名称変更が行われ、『佐賀広域消防局消防音楽隊』と

なった。

　平成26年4月からは、消防職団員以外の者も広く音楽隊員に委嘱できるようにした。

　現在は、週一回の定期的な合同練習を行い、各種演奏出場に備えている。

4

職 員

指　　　揮

一 般

隊 員 隊 員隊長 副隊長

(2)

5

(3) 6 (3)1

(1)

テナーサクソフォン

4(2)

アルトサクソフォン

消防音楽隊

、

Ⅳ 消防音楽隊

30



3,229

(82)

357

(18)

791

(15)

942

(22)

461

(23)

5,780

(160)

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

合

計

1 15 55 54 218 405 2,399

(7) (14) (61)

1 2 5 10 22 60 239

(1) (1) (16)

1 2 13 16 43 127 574

(1) (2) (12)

1 3 9 34 52 162 681

(1) (4) (17)

1 3 8 10 22 72 322

(1) (4) (18)

5 25 90 124 357 826 4,215

(11) (25) (124)

7 15

神埼市
(22)

942
1

令和５年４月１日現在　　　

令和５年４月１日現在　　　

344

47

人                 員

〒842-8601 神埼市神埼町鶴3542番地1

江 頭 文 則

小
型
動
力
ポ
ン
プ

53

小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車

（　）内は女性団員数

 実員のうち（　）内は女性団員数

〒842-8501 吉野ヶ里町吉田321番地2

菰 方 重 広 1

205

吉野ヶ里町役場 総務課

438

125

消  防  機  械

327

吉野ヶ里町

TEL:0952-37-0330 FAX:0952-53-6571

52

合計

神埼市

23

348

9

5合　計

実員団本部所在地

17
5,642

(160)

470
776

(15)

ポ

ン

プ

車

団 部 定員分団

1

市　町

神埼市役所 総務企画防災危機管理課
TEL:0952-37-0104 FAX:0952-52-1120

52

合

計

3,147

(82)

(23)

小城市

佐賀市

多久市
(18)

吉野ヶ里町 22

47

5

12

1

1

17

9

小城市役所 防災対策課
TEL:0952-37-6119 FAX:0952-37-6163

消防団長

18

44

339

4 201

499

211吉 村 勝 則

松 岡 伸 一

下 村 一 寿

6,269

1

3,500

82

350

900

1,020

小城市

佐賀市

多久市

〒845-8511 小城市三日月町長神田2312-2

〒840-8501 佐賀市栄町1番1号
佐賀市役所 危機管理防災課
TEL:0952-40-7015 FAX:0952-24-3187
〒846-0002 多久市北多久町大字小侍22-1

佐賀広域消防局 多久消防署内
TEL:0952-75-2181 FAX:0952-75-2110

消防団の概要

市 町

区

消防団現勢

Ⅴ 消防団
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市町

年齢

18 3 2 3
19 7 5 2
20 7 2 3 1
21 12 2 2 1
22 16 4 8 3
23 29 6 15 6 3
24 25 7 10 9
25 28 6 15 8
26 29 6 6 8 4
27 62 9 14 24 7
28 47 10 24 11 8
29 53 10 19 13 6
30 77 17 18 25 5
31 68 8 21 19 8
32 92 20 24 24 10
33 93 12 22 26 13
34 95 10 21 38 22
35 102 19 33 35 17
36 103 13 31 35 12
37 127 19 43 32 16
38 132 14 43 49 21
39 114 7 29 43 19
40 103 20 29 39 12
41 136 16 34 48 26
42 136 23 29 50 13
43 99 14 38 48 20
44 112 9 36 40 14
45 107 6 41 28 12
46 127 14 27 37 16
47 113 9 29 42 9
48 114 3 16 33 12
49 114 6 23 25 10
50 102 1 25 30 11
51 79 7 7 15 16
52 70 2 13 13 8
53 56 3 6 15 18
54 50 3 4 4 12
55 53 8 12 9
56 46 2 4 8 5
57 54 3 6 6
58 34 3 2 3 4
59 40 1 1 4 2
60 39 2 3 3 4
61 31 2 2 1
62 22 2 2 7 6
63 28 5 2 5 6
64 38 2 3 1 6

65以上 5 10 2 6 22
3,229 357 791 942 461

吉
野
ヶ
里
町

65
69

39
46

46
48
51
36

169

98
73
82

211
194
221
202
178

142
124
170
166

251
219

259
212
203
260

186
206
194
237

5780
45
50

178

124
106

101

8
14
13
17
31
59

６

０

歳

未

満

51

小
城
市

計

３

０

歳

未

満

多
久
市

53
116
100

６
０
歳
以
上

神
埼
市

令和５年４月１日現在　　　　

佐
賀
市

57

計

４

０

歳

未

満

５

０

歳

未

満

0 100 200 300
人

年齢別消防団員数
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３ 分 団 １３ 部

久 保 田 支 団 支団本部分団
本部、女性部、
ラッパ隊

川 副 支 団 支団本部分団
本部、女性部、
ラッパ隊

４ 分 団 ２５ 部

４ 分 団 １４ 部

東 与 賀 支 団 支団本部分団
本部、女性部、
ラッパ隊

南 部 方 面 隊 諸 富 支 団 支団本部分団
男性部、女性部、
ラッパ隊

４ 分 団

第 ３ 支 団 ２ 分 団 １８ 部

２１ 部

第 ４ 支 団 ２ 分 団 １４ 部

第 ５ 支 団 ２ 分 団 １０ 部

２７  部

女 性 部

第 １ 支 団 ３ 分 団
１６部、県庁部、
市役所部

第 ２ 支 団 ３ 分 団 １５ 部

中 部 方 面 隊

富 士 支 団 支団本部分団
本部、女性部、
ラッパ隊

４ 分 団 ２１ 部

大 和 支 団 支団本部分団 女性部、ラッパ隊

５ 分 団

令和５年４月１日現在　

佐賀市消防団組織図

消 防 団 長

北 部 方 面 隊 三 瀬 支 団 支団本部分団 本部、ラッパ隊

４ 分 団 ６  部

消防団組織図
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（２名）

３  部

令和５年４月１日現在　

令和５年４月１日現在　

東 多 久 分 団

副 団 長

南 多 久 分 団

三日月第２分団

三日月第３分団

芦刈第３分団 ３  部

ラ ッ パ 隊

小城第３分団

芦刈第２分団

４  部

小城第４分団 ４  部

３  部

４  部

ラ ッ パ 部

機 能 別 団 員

小城第１分団 ４  部

ド ロ ー ン 隊

三日月第１分団

女 性 部

３  部

分団本部
２ 部

分団本部
３ 部

多 久 分 団

女 性 部

牛津第２分団 ３  部

芦刈第１分団 ３  部

西 多 久 分 団

小城第２分団 ４  部

分団本部
２ 部

４  部

牛津第１分団

市 役 所 部

分団本部
３ 部

分団本部
２ 部

消 防 団 長

消 防 団 長

副 団 長

北 多 久 分 団

多久市消防団組織図

小城市消防団組織図
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消 防 団 長 第 １ 分 団 ６　　部

８　　部

６　　部

副　団　長

６　　部

第 ４ 分 団 ６　　部

第 ５ 分 団 ８　　部

ラ ッ パ 隊

女 性 部

南部第１分団

２　　部南部第２分団

消 防 団 長 本 部 分 団 １ 部

北部第２分団 ４　　部

令和５年４月１日現在　

令和５年４月１日現在　

６　　部

第 ７ 分 団 ５　　部

第 ８ 分 団

２　　部

北部第３分団 ３　　部

北部第４分団 ３　　部

南部第３分団 ２　　部

南部第４分団 ２　　部

北部第１分団 ３　　部

副 団 長
(兼 中部隊長)

副 団 長
(兼 南部隊長)

副 団 長
(兼 北部隊長)

女　性　隊

ラッパ隊

第 ３ 分 団

第 ２ 分 団

第 ６ 分 団

神埼市消防団組織図

吉野ヶ里町消防団組織図

指揮訓練隊長指揮訓練隊長

35



 

36



37



 

38



 

23

2

30

417

89

小

城

市

3

7

405

130

39

　　　　　　市   町

　　申　　請

多

久

市

そ の 他 工 作 物

同      　意
( 指 導 無 )

処
理
状
況

同      　意
( 指 導 有 )

許 可
申 請 書

令和4年度中

佐

賀

市

増 築

計

新 築

内
　
　
　
　
訳

大 修 繕

改 築

増 改 築

模 様 替

用 途 変 更

252

71

35

358

266 13

10

76

7

1

68

86

3

3

2 1

9

25 84 48

計

545

1

3

神

埼

市

39

36

1115

22

8

吉

野

ヶ
里

町

27

建築物申請処理状況
Ⅰ 防火対象物
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　　　　市      町

用　　　　途

イ 劇 場 ・ 映 画 館 ・ 観 覧 場 等 1

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場 1

イ ｷ ｬ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ・ ｶ ﾌ ｪ ・ ﾅ ｲ ﾄ ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 等

ロ 遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル

ハ 性 風 俗 営 業 店 舗 等

二 カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

イ 待 合 ・ 料 理 店

ロ 飲 食 店 64

百 貨 店 ・ 物 品 販 売 業 25

イ 旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 5

ロ 寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅 17

イ 病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 3

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 6

ハ 老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 等 36

二 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

学 校 ・ 各 種 学 校 2

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館

イ 蒸 気 浴 場 等 1

ロ 上 記 以 外 の 公 衆 浴 場

車 両 停 車 場 ・ 航 空 機 発 着 場

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等 3

イ 工 場 又 は 作 業 場 13

ロ 映 画 、 テ レ ビ ス タ ジ オ

イ 自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 2

ロ 航 空 機 等 の 格 納 庫

倉 庫 41

前 項 に 該 当 し な い 事 業 場 43

イ 特 定 複 合 用 途 防 火 対 象 物 66

ロ 上 記 以 外 の 複 合 用 途 10

地 下 街

重 要 文 化 財 ・ 史 跡

５ ０ ｍ 以 上 の ア ー ケ ー ド

市 町 村 長 の 指 定 す る 山 林

総 務 省 令 で 定 め る 舟 車

339

1

1

13

3

3

3

2

3

2

4

6

2

3

28

2

3

令和4年度中　

計

吉

野

ヶ
里

町

多

久

市

3

神

埼

市

2

1
9

6

3

4

3

1

1

4

9

1

18

5

26 3

5

55

3

2

佐

賀

市

10

3

1

小

城

市

15

2

1

7

8

11

12

10

14

13

14 13

5

5

計 248 12 38

1

2

1

132

61

20

16の2

17

18

19

16

5

3

3

4

用途別防火対象物使用開始届出状況
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イ 劇 場 ・ 映 画 館 ・ 観 覧 場 等 14 3 1 2 20

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場 85 13 25 8 6 137

イ ｷ ｬ ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ・ ｶ ﾌ ｪ ・ ﾅ ｲ ﾄ ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 等 1 1

ロ 遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 14 3 2 2 21

ハ 性 風 俗 営 業 店 舗 等

二 カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 6 1 2 9

イ 待 合 ・ 料 理 店 6 3 7 4 20

ロ 飲 食 店 517 30 73 45 46 711

百 貨 店 ・ 物 品 販 売 業 438 28 70 37 24 597

イ 旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 219 5 45 35 1 305

ロ 寄 宿 舎 ・ 下 宿 ・ 共 同 住 宅 3,148 68 268 197 156 3,837

イ 病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 239 14 30 27 26 336

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 223 15 33 28 6 305

ハ 老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 等 389 38 55 44 18 544

二 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 65 2 2 69

学 校 ・ 各 種 学 校 372 26 47 47 10 502

図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 17 3 3 1 4 28

イ 蒸 気 浴 場 等 4 1 1 6

ロ 上 記 以 外 の 公 衆 浴 場 5 5

車 両 停 車 場 ・ 航 空 機 発 着 場 2 1 1 4

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等 195 20 39 38 7 299

イ 工 場 又 は 作 業 場 923 151 182 185 139 1,580

ロ 映 画 、 テ レ ビ ス タ ジ オ 1 1

イ 自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 166 11 23 15 4 219

ロ 航 空 機 等 の 格 納 庫 3 4 7

倉 庫 864 126 175 174 109 1,448

前 項 に 該 当 し な い 事 業 場 1,082 108 124 132 119 1,565

イ 特 定 複 合 用 途 防 火 対 象 物 623 34 52 33 9 751

ロ 上 記 以 外 の 複 合 用 途 321 13 31 26 15 406

地 下 街

重 要 文 化 財 ・ 史 跡 13 4 4 3 24

５ ０ ｍ 以 上 の ア ー ケ ー ド 2 2

市 町 村 長 の 指 定 す る 山 林

総 務 省 令 で 定 め る 舟 車

9,957 710 1,290 1,085 717 13,759

令和５年４月１日現在　　　

神

埼

市

吉

野

ヶ

里

町

計

小

城

市

1

　
　　　　　　　　　　市　　　町

　　　　　　用   　 途 

佐

賀

市

多

久

市

13

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

19

20

計

14

15

16

16の2

17

18

防火対象物数
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　　　　　　市町

470
241
98
55
49
29
39
13
5
8

29
1,036

イ 劇場 ・映画館 ・ 観覧場等 3
ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場 4
イ ｷｬﾊﾞﾚｰ・ｶﾌｪ・ﾅｲﾄｸﾗﾌﾞ等
ロ 遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 3
ハ 性 風 俗 営 業 店 舗 等
二 カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等
イ 待 合 ・ 料 理 店
ロ 飲 食 店 9

百 貨 店 ・ 物 品 販 売 業 6
イ 旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 23
ロ 寄宿舎 ・下宿 ・ 共同住宅 587
イ 病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 27
ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等 14
ハ 老人デイサビスセンター等 7
二 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

学 校 ・ 各 種 学 校 56
図書館 ・博物館 ・美術館 1

イ 蒸 気 浴 場 等
ロ 上 記 以 外 の 公 衆 浴 場

車両停車場・航空機発着場 1
神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 等 1

イ 工 場 又 は 作 業 場 23
ロ 映 画 、 テ レ ビ ス タ ジ オ
イ 自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 3
ロ 航 空 機 等 の 格 納 庫

倉 庫 7
前項に該当しない事業場 99

イ 特定複合用途防火対象物 100
ロ 上 記 以 外 の 複 合 用 途 62

地 下 街
重 要 文 化 財 ・ 史 跡
５ ０ ｍ 以 上 の ア ー ケ ー ド
市町村長の指定する山林
総 務 省 令 で 定 め る 舟 車

専 用 住 宅
20
19
18
17

16の2

16
95 2 3
59 3

15 88 2 5 4
14 5 1 1

13
3

12
16 1 1 2 3

11 1
10 1

9

8 1
7 49 3 4

3
7

33

6

23 1 2 1
7 2 2

5
19 1 2 1

506 20 11 17

4 5 1

3
9

2
3

1
3
4

計 904 29 25 36 42
１４階以上 29

１３階 8
１２階 5
１１階 13
１０階 37 2
９階 29
８階 48 1
７階 53 2
６階 93 2 2 1
５階 213 5 9 5 9

階　・　用　途

４階 376 22 12 28 32

令和５年４月１日現在　　　
吉
野
ヶ
里
町

佐

賀

市

多

久

市

小

城

市

神

埼

市

計

中高層建築物（４階以上）
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0 76 3 38 88 0 6 1 77

2 26 1 33 57 0 13 1 33

2 18 1 52 47 0 44 3 43

3 4 0 26 6 0 22 0 10

0 2 0 4 2 0 14 0 0

1 2 0 4 1 0 27 0 3

1 6 0 10 3 0 47 0 2

0 4 0 0 0 0 0 0 0

9 138 5 167 204 0 173 5 168

 計

9

屋 内 138

屋 外 25

屋内タンク 5

屋外タンク 167

地下タンク 204

簡易タンク 0

移動タンク 122

給 油 173

販 売 5

一 般 168

1,016計 529 83 125 110 169

0

92 15 20 22 19

取

扱

所

104 18 27 14 10

5 0 0 0

0 0 0 0 0

65 4 12 15 26

75 11 22 20 39

113 19 27 27 18

18

2 0 0 2 1

貯
 
 

蔵
 
 

所

70 10 16 9 33

0 6 0 1

製 造 所 3 0 1 0 5

 

佐

賀

市

多

久

市

小

城

市

神

埼

市

吉
野

ヶ
里
町

計 25 122 1,016

令和５年４月１日現在　　　

　200倍超
　1,000倍以下

0 0 69

　1,000倍超
　5,000倍以下

0 0 4

　100倍超
　150倍以下

0 0 22

　150倍超
　200倍以下

0 0 38

　10倍超
　50倍以下

13 21 244

　50倍超
　100倍以下

1 1 73

　5倍以下 0 94 383

　5倍超
　10倍以下

11 6 183

一

般

屋

内

屋

外

屋

内
タ

ン

ク

屋

外
タ

ン

ク

地

下
タ

ン

ク

簡

易
タ

ン

ク

移

動
タ

ン

ク

令和５年４月１日現在　　　

 

貯 蔵 所 取扱所

 計

製

造

所

給

油

販

売

区 分

数 量

市 町

区 分

数量別危険物施設数

危険物施設数

Ⅱ 危険物施設
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結成年月日

平成12年4月1日

１　結成状況

市町 ク ラ ブ 員 数 ク ラ ブ 員 数

佐賀市 2,667 16

多久市 310 87

小城市 259 60

神埼市 843

吉野ヶ里町 501 26

合計 4,580名 189名

２　令和４年度の活動状況

月 市 町

8 佐賀市

11 多久市

11 多久市

11 多久市

1 神埼郡吉野ヶ里町

1 神埼市

3 佐賀市

3 佐賀市

3 多久市

3 佐賀市大和町

１　結成状況

２　令和４年度の活動状況

月 市 町

10 佐賀市さが防火フェスタ2022の協力

1

幼年消防クラブ員研修

令和5年4月1日現在　　　

幼年消防クラブ数

38

13

12

8

5

1

76クラブ

活 動 の 内 容

佐賀署

ク　ラ　ブ　員　数

令和5年4月1日現在　　　

名　　　　　称 事　　　務　　　局

合　　　　計

1

1

1

活 動 の 内 容

吉野ヶ里夢ロマン軽トラ市住宅用火災警報器普及啓発活動

吉野ヶ里ロードレースin神埼市における火災予防広報活動

　平成12年４月１日、佐賀広域消防局発足と同時に旧佐賀市消防本部、旧多久市消防本部、旧
佐賀郡消防本部、旧小城地区消防本部の各幼少年女性防火委員会が統合し設置された。
　平成25年４月１日、新に神埼地区消防本部と統合し、旧神埼地区消防本部の各幼少年女性防
火委員会も統合された。

ク　　ラ　　ブ　　数

１　委員会の設立

佐賀地区幼少年女性防火委員会 佐賀広域消防局　予防課

少年消防クラブ数

4クラブ

視察研修（佐賀広域消防局防災学習広場、佐賀県防災航空センター）

1クラブ 7名

防火DVD上映、防火講話等

防火のつどい

7

市　　　　町

春季火災予防運動実施に伴う、当園児の防火法被着用

秋季火災予防運動実施に伴う、当園児の防火法被着用

幼年消防クラブ員防火パレード

幼年消防クラブ員一日消防署体験

幼年・少年消防クラブ

女性防火クラブ

幼少年女性防火委員会
Ⅲ 防火クラブ

44



45



 

46



緊急消防援助隊の紹介  

 

１ 緊急消防援助隊とは 

大規模災害や特殊災害が発生し、被災地の消防機関のみでは対処できないよ

うな場合に、全国の消防本部や航空隊が応援に駆け付けます。 

この応援部隊が「緊急消防援助隊」です。 

(1)  契 機：平成７年（１９９５年）の阪神・淡路大震災 

(2)  創 設：平成７年６月 

(3)  法制化：平成１５年に成立【平成１６年から施行】 

 

２ 全国の緊急消防援助隊の登録状況（２０２３年４月１日見込） 

                               出典：総務省消防庁 

部隊名 登録隊数 部隊名 登録隊数 

指揮支援部隊 １１０隊  通信支援小隊 ４３隊  

各部隊指揮隊 ３３１隊  特殊災害小隊 ３７１隊  

消火小隊 ２，４２１隊  特殊装備小隊 ５４３隊  

救助小隊 ５５４隊  水上小隊 ２０隊  

救急小隊 １，５３３隊  航空部隊 １３４隊  

後方支援小隊 ８８７隊  合   計 ６，９４７隊  

〇指揮支援部隊：指揮支援隊、航空指揮支援隊 

〇各部隊指揮隊：都道府県大隊、統合機動部隊、ＮＢＣ災害即応部隊、 

エネルギー産業基盤災害即応部隊、土砂・風水害機動支援部隊 

〇航空部隊：航空小隊、航空後方支援小隊 

 

３ 佐賀広域消防局の登録状況 

平成１２年から緊急消防援助隊として登録しており、令和５年４月１日現在

で、２３隊８４名が登録され、有事に備えています。 

 

部隊名 登録隊数 登録人数 部隊名 登録隊数 登録人数 

都道府県大隊 

指揮隊 
１隊 ４名 救助小隊 ２隊 １０名 

統合機動部隊 

指揮隊 
１隊 ４名 救急小隊 ４隊 １２名 

土砂・風水害機動支援部隊 

指揮隊 
１隊 ４名 後方支援小隊 ４隊 ９名 

ＮＢＣ災害即応部隊 

指揮隊 
１隊 ４名 特殊災害小隊 １隊 ５名 

消火小隊 ６隊 ２４名 特殊装備小隊 ２隊 ８名 

 

 

Ⅰ 警防 
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４ 佐賀広域消防局の応援出動実績 

(1)  東日本大震災（平成２３年） 

ア 派遣部隊：５隊１９名 

イ 派遣延べ人員：１９名 

ウ 派遣期間：平成２３年３月１４日～３月２２日（９日間） 

    

 

(2)  熊本地震（平成２８年） 

ア 派遣部隊：６隊２３名 

イ 派遣延べ人員：１０４名（交代要員等含む） 

ウ 派遣期間：平成２８年４月１４日～３月２４日（１１日間） 

    

 

(3) 九州北部豪雨（平成２９年） 

ア 派遣部隊：６隊２３名 

イ 派遣延べ人員：１７５名（交代要員等含む） 

ウ 派遣期間：平成２９年７月５日～７月２５日（２１日間） 
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 (4)  令和２年７月豪雨 

ア 派遣部隊：５隊１７名 

イ 派遣延べ人員：１７名 

ウ 派遣期間：令和２年７月４日～７月７日（４日間） 

     

 

５ 緊急消防援助隊地域ブロック合同訓練 

緊急消防援助隊の技術の向上及び連携活動能力の向上を図るため、都道府県

及び市町村の協力を得て、全国を６つのブロックに区分して、毎年地域ブロッ

ク合同訓練が実施されています。 

  〇令和４年度九州ブロック合同訓練開催場所 

  沖縄県与那原町 中城湾港マリンタウン地区（メイン会場） 

      

 

６ 緊急消防援助隊ロゴマーク 

  緊急消防援助隊の結束力を一層強化し、その活動をより広く周知すること

 などを目的として、消防庁においてロゴマークが作成されました。救助活動

 に使用する消防の基本ツールであるカラビナをモチーフとしています。 
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40m
3
以上 40m

3
未満 40m

3
以上 40m

3
未満

3,986 259 828 183 18 3 5,277

588

671 69 36

6 3 362

神 埼 市 518 39 31

多 久 市

計

小 城 市

9

吉 野 ヶ 里 町 251 92 10

3,009

542

776

12

284 249

令和5年４月１日現在　　　

計

公 設 私 設
公 設 私 設

佐 賀 市

消 火 栓 防 火 水 槽
水利種別

市 町

3792592,262 97

消防水利の状況
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

件　数 3 1 1 1 1 3 1 2 3 1 1 18

受　講
人　員

7 8 6 22 20 52 7 45 46 27 20 260

件　数 1 1 2 7 6 3 4 8 4 7 43

受　講
人　員

40 46 140 236 157 108 153 128 110 109 1,227

件　数 1 1 1 2 1 1 7

受　講
人　員

3 2 1 22 7 5 40

件　数 2 3 3 2 3 1 2 16

受　講
人　員

132 42 60 56 44 43 44 421

件　数 1 5 6 1 5 3 2 1 1 1 26

受　講
人　員

3 20 16 13 15 23 22 8 12 10 142

件　数 2 1 1 4 3 1 1 2 15

受　講
人　員

28 8 30 282 195 20 15 198 776

件　数 1 1 1 1 2 2 4 1 1 1 15

受　講
人　員

11 15 7 11 18 33 86 27 7 2 217

件　数 2 1 2 8 4 5 2 2 1 27

受　講
人　員

28 52 50 155 64 135 123 43 22 672

件　数 1 1 1 1 3 1 1 9

受　講
人　員

1 5 9 12 36 21 10 94

件　数 3 2 1 3 10 3 1 4 3 30

受　講
人　員

27 36 20 69 178 79 17 171 25 622

件　数 1 1 1 1 2 2 1 1 1 3 14

受　講
人　員

14 7 8 2 31 25 12 24 20 28 171

件　数 1 2 3 3 5 3 3 20

受　講
人　員

20 81 70 86 138 39 35 469

件　数 7 9 9 4 10 7 10 4 10 8 4 7 89

受　講
人　員

36 53 36 32 66 75 144 37 179 137 64 65 924

件　数 6 7 1 3 16 22 21 23 10 14 10 18 151

受　講
人　員

116 240 8 128 620 692 488 516 375 232 339 433 4,187

令和4年中　　　

佐
賀
消
防
署

救命講習

その他の普
及啓発（入門
コース含む）

多
久
消
防
署

救命講習

その他の普
及啓発（入門
コース含む）

南
部
消
防
署

救命講習

その他の
普及啓発
活動

北
部
消
防
署

普通救命
講習

その他の普
及啓発（入門
コース含む）

小
城
消
防
署

救命講習

その他の
普及啓発
活動

《救命講習》心肺蘇生法（ＡＥＤ含む）や止血法などを指導する講習で、修了証を発行しています。

《その他の普及啓発活動》住民、団体からの要望に合わせた応急手当の講習会や応急手当の指導員を養成する講習等です。

神
埼
消
防
署

救命講習

その他の普
及啓発（入門
コース含む）

合
　
　
　
計

救命講習

その他の
普及啓発
活動

応急手当普及啓発活動実施状況
Ⅱ 救急
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あり普通救命講習Ⅲ

○ 講習の様子

心肺蘇生法(主に成人)、止血法、異
物除去、ＡＥＤ取扱。

普通救命講習Ⅰに筆記・実技試験が
加わります。

心肺蘇生法(成人・小児・乳児対象)、
止血法、傷病者管理法、ＡＥＤ取扱、
外傷の手当て、搬送法、異物除去。
筆記・実技試験があります。

受講者のニーズに合わせた救命に関
する講習です。

普通救命講習Ⅰ

３時間
小児・乳児・新生児用の心肺蘇生法、
止血法、異物除去、ＡＥＤ取扱。

○ 救急講習の概要

なし

あり

あり

あり

講習種別

上級救命講習

３時間

４時間

８時間

３時間未満救急入門コース

普通救命講習Ⅱ

修了証
の交付

講習内容講習時間
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○ 施設別救マーク交付状況 ○ 市町別救マーク交付状況

用　　途 市　　町

宿泊施設 佐　賀　市

公共施設 多　久　市

スポーツ施設 小　城　市

店　　舗 神　埼　市

そ の 他 吉野ヶ里町

計 計

患 者 監 視 用 モ ニ タ ー 6 2 2 3 3 3 19 心肺蘇生法訓練用人形（成人用） 20 6 9 6 6 13 60

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定 器 8 2 3 4 3 4 24 心肺蘇生法訓練用人形（小児用） 20 8 9 8 2 12 59

血 糖 測 定 器 6 2 3 3 3 4 21 心肺蘇生法訓練用人形（乳児用） 20 8 10 8 2 10 58

体 温 計 20 9 5 8 12 12 66 胸骨圧迫トレーニングツール 40 40 40 39 40 40 239

血 圧 計 12 2 5 5 7 6 37 AED ト レ ー ナ ー 16 6 10 6 6 13 57

電 動 式 吸 引 器 7 3 4 5 5 7 31 気道管理トレーナー（成人用）

自 動 心 肺 蘇 生 器 2 2 1 2 2 9 高度救命処置シミュレーター 4 2 3 2 2 3 16

全 身 固 定 用 具 19 7 9 9 7 11 62 外 傷 モ デ ル キ ッ ト 1 1

上 半 身 脊 柱 固 定 用 具 5 3 1 2 2 4 17 オ ゾ ン 殺 菌 装 置 1 1

半 自 動 式 除 細 動 器 4 2 2 3 3 4 18 オ ー ト ク レ ー プ 殺 菌 器 1 1

自 動 式 人 工 呼 吸 器 6 2 2 3 3 4 20 低濃度オゾンガス生成装置 6 2 2 2 3 5 20

15 33

　宿泊施設、公共施設、スポーツ施設、店舗など、多数の方が利用する施設の従業員に対して救マーク講習
を実施し、当該受講者が施設に常駐することで、利用者に安心して利用できる施設であることを表示するもの
で、平成１７年７月１日から施行しています。講習内容についは、普通救命講習Ⅱ（普通救命講習Ⅰ＋筆記・
実技試験）を行っています。（４時間）

計 計

14 3

7 7

5

(令和５年４月１日現在）

北
部
消
防
署

小
城
消
防
署

神
埼
消
防
署

計

　　資　機　材 　　資　機　材

神
埼
消
防
署

計

　　　　　　　　  　 署
佐
賀
消
防
署

多
久
消
防
署

南
部
消
防
署

　　　　　　　　   　署
佐
賀
消
防
署

多
久
消
防
署

3 1

44 44

南
部
消
防
署

北
部
消
防
署

小
城
消
防
署

※³　上半身脊柱固定用具：ショートボード、KED等

※⁴　ZOOLは除細動で計上している。

観

察

用

資

器

材

訓

練

用

資

器

材

処

置

用

資

器

材

消

毒

用

資

器

材

※¹　訓練用の資器材は除く。

※²　血圧計は、車両に設置されているものを除く。

救急資器材保有状況

救マーク制度

53



か ぎ 付 き は し ご 9 3 3 3 3 3 24 油 圧 ジ ャ ッ キ 8 3 1 10 22

三 連 は し ご 11 2 4 5 6 6 34 油 圧 ス プ レ ッ ダ ー 0

金属製折りたたみはしご 1 1 1 2 1 6 可 搬 ウ イ ン チ 4 2 2 2 3 2 15

空 気 式 救 助 マ ッ ト 1 1 2 マ ッ ト 型 空 気 ジ ャ ッ キ 5 1 1 1 3 11

救 命 索 発 射 銃 1 1 2 1 1 1 7 マ ン ホ ー ル 救 助 器 具 1 1 1 3

救 助 用 縛 帯 17 4 4 4 7 6 42 万 能 斧 42 11 15 16 16 23 123

画 像 探 索 機 2 1 3 携帯用コンクリート破壊器具 1 1 2 1 2 1 8

地 中 音 響 探 知 機 1 1 2 削 岩 機 3 1 4 8

熱 画 像 直 視 装 置 2 1 1 1 2 1 8 ハ ン マ ー ド リ ル 1 1 1 3

夜 間 用 暗 視 装 置 1 1 2 空 気 呼 吸 器 60 22 25 19 28 22 176

地 震 警 報 器 1 1 2 酸 素 呼 吸 器 5 4 9

電 磁 波 探 査 装 置 1 1 簡 易 呼 吸 器 0

油 圧 切 断 機 1 1 防 塵 マ ス ク 17 2 19

エ ン ジ ン カ ッ タ ー 7 2 3 3 4 3 22 送 排 風 機 3 1 1 1 1 7

ガ ス 溶 断 機 2 2 エアーラインマスク一式 2 2

チ ェ ー ン ソ ー 6 4 3 3 6 5 27 潜 水 器 具 14 14

鉄 線 カ ッ タ ー 17 4 11 10 8 11 61 救 命 胴 衣 50 21 25 32 31 31 190

空 気 鋸 2 1 1 1 5 水 中 投 光 器 18 18

ア ー ク エ ア ー 溶 断 機 0 救 命 浮 環 14 2 7 5 5 3 36

可 燃 性 ガ ス 測 定 器 6 2 2 2 2 3 17 浮 標 2 2 4

有 毒 ガ ス 測 定 器 1 1 3 5 救 命 ボ ー ト 2 2 2 3 3 2 14

放 射 線 測 定 器 27 13 15 15 13 7 90 船 外 機 1 2 1 1 5

耐 電 手 袋 12 3 3 4 5 2 29 投 光 器 16 6 7 3 6 7 45

耐 電 衣 12 3 3 1 2 21 携 帯 投 光 器 26 16 11 9 12 1 75

耐 電 ズ ボ ン 9 3 3 1 16 携 帯 拡 声 器 25 10 16 10 10 14 85

耐 電 長 靴 9 1 2 1 2 15 携 帯 無 線 機 42 16 18 17 20 24 137

化 学 防 護 服 42 31 93 55 110 331 応 急 処 置 用 セ ッ ト 3 2 2 3 4 2 16

防 塵 メ ガ ネ 3 3 緩 降 機 1 1 2

携 帯 警 報 器 6 9 13 4 13 20 65 バ ス ケ ッ ト 型 担 架 3 2 2 3 2 1 13

防 毒 マ ス ク 27 30 3 10 3 73 発 電 機 9 2 3 3 4 2 23

耐 熱 服 4 4 5 13 救 助 用 支 柱 器 具 1 1

破

壊

用

器

具

呼

吸

保

護

用

器

具

水

難

救

助

用

器

具

そ

の

他

の

救

助

用

器

具

一

般

救

助

用

器

具

高

度

救

助

用

器

具

切

断

用

器

具

測
定
用
器
具

隊

員

保

護

用

器

具

重
量
物
排
除
器
具

神
埼
消
防
署

計

　　資 器 材 　　資 器 材

　　　　　　　　    署
佐
賀
消
防
署

多
久
消
防
署

南
部
消
防
署

北
部
消
防
署

小
城
消
防
署

令和５年４月１日現在　　　

　　　　　　　　    署
佐
賀
消
防
署

多
久
消
防
署

南
部
消
防
署

北
部
消
防
署

小
城
消
防
署

神
埼
消
防
署

計

救助資機材保有状況

Ⅲ 救助
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１ 国際消防救助隊とは 

海外における大規模災害発生時に、被災国等からの要請を受けて派遣される国

際緊急援助隊救助チーム（ＪＤＲ）のうち、消防機関で構成する救助チームのこ

とを「国際消防救助隊」と言います。 

国際消防救助隊は、全国の消防本部のうち、一定の要件を満たした７７消防本

部５９９名の救助隊員が登録されています。 

 

２ 佐賀広域消防局の隊員登録等 

国際消防救助隊の更なる捜索、救助体制の充実強化を目的として、平成２１年

１０月に「国際消防救助隊編成協力市町村に関する基準」が改正されました。 

これを受け、佐賀広域消防局では協力市町村として登録申請を行い、同年協力

市町村として登録され、現在６名の隊員が登録されています。 

 

３ 国際緊急援助隊の組織 

国際緊急援助隊は、外務省、警察庁、消防庁、海上保安庁及び国際協力機構（Ｊ

ＩＣＡ）の業務調整員並びに国際協力機構に登録している医療班、構造評価専門

家で組織され、救助隊員は、消防庁、警察庁及び海上保安庁の３庁で構成されて

います。 

 

国際消防救助隊の紹介 

【国際消防救助隊ワッペン】 
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４ 国際消防救助隊の派遣実績 

海外への災害派遣は、１９８７年の「国際緊急援助隊の派遣に関する法律（通

称ＪＤＲ法）」施行前の２回を含めると、これまでに２２回行われています。 

  近年では、令和５年２月に発生したトルコ共和国における地震災害において、

トルコ共和国政府からの援助要請に対し、国際消防救助隊１７名が派遣されてい

ます。 

※ 現在のところ、佐賀広域消防局からの派遣実績はありません。 

 

５ 国際消防救助隊の訓練 

 (1)  国際消防救助隊連携訓練 

      国際消防救助隊員として必要とされる基礎的活動技術、知識の習得及び登録

隊員相互の連携強化を図ることを目的に、毎年全国２か所で全ての登録消防本

部が参加する連携訓練が実施されています。 

 (2)  九州地区国際消防救助隊合同訓練 

   毎年、九州７県の９登録消防本部が参加する合同訓練が実施されています。 
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（令和３年11月１日現在）

派遣年月日 災害名 被災地 被害状況 派遣実績、活動概要等

1
昭61.8.27～9.6
（11日間）

ニオス湖
有毒ガス噴出災害

カメルーン共和国
ニオス湖周辺

死者  1,700人以上
国際消防救助隊員１人（東京消防庁）
有毒ガスの再噴出に備え、調査団に対する呼吸保護具の指導

2
昭61.10.11～10.20
（10日間）

エル・サルバドル
地震災害

エル・サルバドル共和国
サンサルバドル市

死者  1,226人
倒壊家屋  30,000戸

国際消防救助隊員９人（東京消防庁５人、横浜市消防局３
人、消防庁１人）
倒壊建物からの救助

3
平2.6.22～7.2
（11日間）

イラン
地震災害

イランイスラム共和国
カスピ海沿岸

死者  80,000人以上
国際消防救助隊員６人（東京消防庁５人、消防庁１人）
倒壊建物からの救助

4
平2.7.18～7.26
（９日間）

フィリピン
地震災害

フィリピン共和国
ルソン島北部

死者 1,600人以上
国際消防救助隊員11人（東京消防庁２人、名古屋市消防局４
人、広島市消防局４人、消防庁１人）
倒壊建物からの救助

5
平3.5.15～6.6
（23日間）

バングラデシュ
サイクロン災害

バングラデシュ
人民共和国

死者 約130,000人

国際消防救助隊員38人（東京消防庁17人、大阪市消防局11
人、川崎市消防局４人、神戸市消防局４人、消防庁２人）及
びヘリコプター２機
被災者への救援物資の輸送等を実施

6
平5.12.13～12.20
（８日間）

マレーシア
ビル倒壊被害

マレーシア
クアラルンプール郊外
ウルクラン地区

死者 48人
倒壊ビル １棟

国際消防救助隊員11人（東京消防庁６人、名古屋市消防局２
人、北九州市消防局２人、消防庁１人）
倒壊建物からの救助

7
平8.10.30～11.6
（８日間）

エジプト
ビル崩壊被害

エジプト・アラブ共和国
カイロ郊外
ヘリオポリス

死者  64人
崩壊ビル  １棟

国際消防救助隊員９人（東京消防庁３人、札幌市消防局２
人、大阪市消防局２人、松戸市消防局１人、消防庁１人）
倒壊建物からの救助

8
平9.10.22～11.11
（21日間）

インドネシア
森林火災

インドネシア共和国
ランプン州

焼失面積  18,000ha
（ランプン州内）

国際消防救助隊員30人（東京消防庁19人、名古屋市消防局５
人、大阪市消防局３人、横浜市消防局２人、消防庁１人）及
びヘリコプター２機
火災地点の上空からの情報収集、消火活動の助言

9
平11.1.26～2.4
（10日間）

コロンビア
地震災害

コロンビア共和国
アルメニア市周辺

死者  1,171人
負傷者  4,765人

国際消防救助隊員15人（東京消防庁８人、大阪市消防局２
人、千葉市消防局２人、船橋市消防局２人、消防庁１人）
倒壊建物からの救助

10
平11.8.17～8.24
（８日間）

トルコ
地震災害

トルコ共和国
ヤロヴァ地区周辺

死者  約15,370人
負傷者  23,954人

国際消防救助隊員25人（東京消防庁12人、川崎市消防局４
人、神戸市消防局４人、市川市消防局２人、尼崎市消防局２
人、消防庁１人）
倒壊建物からの救助

11
平11.9.21～9.28
（８日間）

台湾
地震災害

台湾中部
死者  2,333人
負傷者  10,002人

国際消防救助隊員46人（東京消防庁18人、仙台市消防局４
人、千葉市消防局３人、京都市消防局４人及び川口市、松戸
市、新潟市、岡山市、倉敷市、佐世保市、鹿児島市消防局か
ら各２人、消防庁３人）
倒壊建物からの救助

12
平15.5.22～5.29
（８日間）

アルジェリア
地震災害

アルジェリア
民主人民共和国
ブーメルデス県周辺

死者  2,266人
負傷者  10,000人以上

国際消防救助隊員17人（東京消防庁８人、京都市消防局、仙
台市消防局、川口市消防本部、朝霞地区一部事務組合埼玉県
南西部消防本部から各２人、消防庁１人）
倒壊建物からの救助

13
平16.2.25～3.1
（６日間）

モロッコ
地震災害

モロッコ王国
アルホセイマ周辺

死者  628人
負傷者  926人

国際消防救助隊員７人（東京消防庁４人、千葉市消防局１
人、京都市消防局１人、消防庁１人）
現地被害状況の調査、救助資機材取扱いに関する技術供与等
を実施

14
平16.12.29～17.1.20
（23日間）

スマトラ沖大地震・
インド洋津波災害

タイ王国
プーケット周辺

死者・行方不明者
229,866人

国際消防救助隊員46人（東京消防庁23人、大阪市消防局15
人、千葉市消防局２人、横浜市消防局１人、相模原市消防本
部１人、川越地区消防組合消防本部１人、消防庁３人）及び
ヘリコプター２機
捜索救助活動、人員・物資搬送、捜索技術指導等を実施

15
平17.10.9～10.18
（10日間）

パキスタン・
イスラム共和国
地震災害

パキスタン・イスラム共和国
バトグラム周辺

死者  73,338人
負傷者  69,412人

国際消防救助隊員13人（東京消防庁６人、横浜市消防局３
人、船橋市消防局２人、茨城西南地方広域市町村圏事務組合
消防本部１人、消防庁１人）
建物倒壊現場での捜索救助活動

16
平20.5.15～5.21
（７日間）

中国四川省における
地震災害

中華人民共和国四川省
広元市周辺

死者  69,227人
負傷者  374,643人

国際消防救助隊員17人（東京消防庁６人、川崎市消防局３
人、名古屋市消防局３人、市川市消防局２人、藤沢市消防本
部２人、消防庁１人）
建物倒壊現場での捜索救助活動

17
平21.10.1～10.8
（８日間）

インドネシア
西スマトラ州
パダン沖地震災害

インドネシア共和国
パダン市周辺

死者  1,117人
負傷者  約2,900人

国際消防救助隊員17人（東京消防庁６人、札幌市消防局３
人、福岡市消防局３人、さいたま市消防局２人、横須賀市消
防局２人、消防庁１人）
建物倒壊現場での捜索救助活動ほか

18
平23.2.22～3.12
（19日間）

ニュージーランド
南島地震災害

ニュージーランド
クライストチャーチ市

死者  181人
（うち邦人28人）

国際消防救助隊員33人（東京消防庁16人、京都市消防局３
人、千葉市消防局３人、相模原市消防局２人、高松市消防局
２人、新潟市消防局２人、福岡市消防局２人、消防庁３人）
建物倒壊現場での捜索救助活動ほか

19
平27.4.26～5.9
（14日間）

ネパール地震災害
ネパール連邦民主共和国
カトマンズ市

死者  8,896人
（うち邦人１人）
負傷者  22,302人
（うち邦人１人）

国際消防救助隊員17人（東京消防庁６人、さいたま市消防局
３人、浜松市消防局３人、川越地区消防局１人、秋田市消防
本部１人、高崎市等広域消防局１人、富山市消防局１人、消
防庁１人）
建物倒壊現場での捜索救助活動

20
平29.9.21～9.28
（８日間）

メキシコ地震災害
メキシコ合衆国
メキシコシティ

死者  369人
負傷者  約8,800人

国際消防救助隊員17人（東京消防庁６人、仙台市消防局３
人、京都市消防局３人、朝霞地区一部事務組合埼玉県南西部
消防本部１人、豊中市消防局１人、和歌山市消防局１人、高
知市消防局１人、消防庁１人）
建物倒壊現場での捜索救助活動

21
平30.2.9 ～ 2.11
（３日間）

台湾東部地震災害
台湾
花蓮県

死者　17人
負傷者　285人

国際消防救助隊員２人（東京消防庁２人）
捜索資機材の貸与及び資機材取扱要領の指導を実施

※１及び２については、「国際緊急援助隊の派遣に関する法律」制定前であり、JICAの短期専門家として派遣されている。

国際消防救助隊の派遣状況

参考　総務省消防庁HPより  
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  指令管制業務は、消防活動の中枢的役割を果たすもので、災害通報の受付、伝達、情報収

集等あらゆる災害に迅速な対応が求められています。 
  佐賀広域消防局では、これに応えるため、令和３年４月に新庁舎建設にともない「高機能消防

指令センター」を運用開始、これを機に課名を通信指令課から情報指令課に変更し、今まで以

上に災害点の把握、出動部隊の選択決定、出動指令・支援情報の提供、現場からの画像送信

など効果的な運用を行い、増え続ける携帯電話からの通報にも、統合型位置情報通知システム

の活用により、正確な通報場所特定、出動指令時間の短縮に効果を上げています。署所との連

携強化として情報共有システムを導入し、最新の災害事案や車両運用状況、現場映像、防災ヘ

リからの映像など、多くの情報を共有し災害活動にあたることが出来ます。 
  また、近年の気象状況変化に伴い、多発する自然災害など、大規模災害時の対応として各指

令台に輻輳モードを搭載、最大１４席での受付業務の実施が可能となりました。万一局庁舎が被

災し業務継続が不可能な場合でも、可搬型指令システムを佐賀広域管内の消防署に運搬し、

指令システムを構築、最低限の指令業務を継続することが可能となっています。 
  さらに、聴覚や発話に障がいをお持ちの方を対象とした NＥＴ１１９通報システムを導入しまし

た。システム内容は、音声による１１９番通報が困難な方が、スマートフォンや携帯電話からチャ

ット形式で「火災」「救急」「災害」などを選び通報するシステムとなります。 
  このような施設面における充実とともに、１１９番通報の中で最多を占める救急要請に対し、応

急処置等の口頭指導を含め、重度傷病者の救命効果の向上を図っています。 

 

指令管制業務の概要 
Ⅰ 通信 

61



無線統制台

ＮＥＴ１１９受信装置

駆込み用電話

気象情報収集装置

非常用指令設備

非常用制御装置

１４署所（佐賀消防署以外）
外部地図連携用端末

情報表示盤（本署のみ）

LTE
消防波

電話交換機　

消防救急
デジタル無線

網無線系NW装置

音声合成装置

災害状況等自動
案内装置

FAX１１９受信装置

MDF/
IDF

GPS受信

統合型位置情報通知装置

画像受信装置（本署のみ）

車載無線

車載AVM

無線回線制御装置

拡声装置

大型表示板

指令装置

指令
系
NW
装置

大型表示盤（５５インチ×１６面）

119

長時間録音装置

指令書出力端末装置

署所端末

映像配信装置

自動出動指定装置
経路探索装置含む

情報共有端末（局・全署所）

指令台１～５

指揮台

指令管制システムの構成図

ＤＣ系装置へ

無停電

電源装置
直流

電源装置

非常用発動

発電機

受変電

設備

ＡＣ系装置へ

加

入

回

線

網

発信地照会NW

広域イーサ網/

ベストエフォート

回線

インターネット

指令センター
車両

災害対策室

消防署
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基地局(2)

活
動
波
５

主
運
用
波

活
動
波

活
動
波

基地局(1)

空中線共用器

(６CH合成 ハイブリッド)

消防局へ
7
.
5
G

Ｆ
Ｗ
Ａ

光回線(有線)

消防局

管理監視制御卓

指令系ルータ

PBX

DSP

LCDﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

自動出動

MX

卓上型無線装置
（活動波）

空中線共用器

光回線(有線)

※卓上型無線装置は、活動波１～５の５CH切り替えと主運用波７

波，統制波１，統制波２，統制波３の１０波ＣＨ切り替えの無線装置

を個別に設置。

※遠隔制御装置は、活動波１～５の５ＣＨ切り替えと、主運用波，

統制波１，統制波２，統制波３の４ＣＨ切り替えの制御装置を個別

に設置。

７
．
５
G

Ｆ
Ｗ
Ａ

富士出張所

消防局へ

多久消防署

ルータ L2SW

消防局へ

光回線(有線)

金立中継局

予

備

基地局(4)

統
制
波
２

統
制
波
１

基地局(3)

活
動
波
２

空中線共用器

(６CH合成 ハイブリッド)

権現山中継局

基地局(2)

主
運
用
波

予

備

基地局(1)

活
動
波
３

活
動
波
５

空中線共用器(４CH合成

ハイブリッド)

ルータ L2SW

富士出張所へ

１
８
G

Ｆ
Ｗ
Ａ

１
８
G

Ｆ
Ｗ
Ａ

権現山中継局

基地局(2)

主
運
用
波

予

備

基地局(1)

活
動
波
４

活
動
波
５

空中線共用器（４CH合成

ハイブリッド)

消防署設備

卓上型

無線装置

空中線共用器

署所端末受令機

分署・出張所設備

署所端末受令機

卓上型無線装置
（共通波）

空中線共用器

遠隔制御装置（１台）

遠隔制御装置（２台）

金立中継局へ

金立中継局、多久署基地局

光回線(有線)

回
線
制
御
装
置

ルータ L2SW

L2SW

L2SW

活
動
波
１

活
動
波
３

活
動
波
４

予

備

統
制
波
３指令系NW

L3SW L3SW

指
令
系
装
置

L2SW

L2SW

移動局管理サーバ

L2SW

ルータ

指令系ルータ

指令系NW

ルータ

ルータ

ルータ

デジタル無線設備システム系統図
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[基地局・固定局]　 令和５年４月１日現在   

配　置 局種別 出力 識別信号 数　　量

権現山
基地 10ｗ

ごんげんしょうぼう
1

固定（ＦＷＡ） 251ｍｗ 1

金立山
基地 10ｗ

きんりゅうしょうぼう
1

固定（ＦＷＡ） 5ｍｗ 1

佐賀 固定（ＦＷＡ） 5ｍｗ さがしょうぼう

多久 基地 10ｗ たくしょうぼう 1

1

さしょうしれい

携帯型移動局 1ｗ・2ｗ・5ｗ

富士 固定（ＦＷＡ） 251ｍｗ ふじしょうぼう

令和５年４月１日現在   

1

さしょうほんぶ 6

署活系 1ｗ さがしれい・さがほんぶ 15

配　置 車両・携帯の別 出力 主な識別信号 数　量

2

車載型移動局 5ｗ さしょうほんぶ 6消防局

可搬型移動局 5ｗ さしょうかはん 3

卓上型固定移動局 5ｗ

車載型移動局（救急車） 5ｗ さしょうきゅうきゅう

携帯型移動局 1ｗ・5ｗ さしょうさが 13

車載型移動局（救急車） 5ｗ さしょうきゅうきゅう 5

2

可搬型移動局 5ｗ さしょうかはん

車載型移動局（消防車・緊急車） 5ｗ さしょうたく 8

車載型移動局（消防車・緊急車） 5ｗ さしょうしき・さしょうさが 17

南部消防署

卓上型固定移動局 5ｗ さしょうなんぶ 1

車載型移動局（消防車・緊急車） 5ｗ さしょうなんぶ 8

車載型移動局（救急車） 5ｗ さしょうきゅうきゅう 2

1ｗ・5ｗ さしょうなんぶ 7

署活系 1ｗ なんぶ・くぼた 11

携帯型移動局

携帯型移動局 1ｗ・5ｗ さしょうほくぶ 6

車載型移動局（救急車） 5ｗ さしょうきゅうきゅう 3

署活系 1ｗ ほくぶ・ふじ 11

小城消防署

卓上型固定移動局 5ｗ さしょうおぎ

北部消防署

卓上型固定移動局 5ｗ さしょうほくぶ 1

車載型移動局（消防車・緊急車） 5ｗ さしょうほくぶ 9

1

車載型移動局（消防車・緊急車） 5ｗ さしょうおぎ

4

署活系 1ｗ おぎ・おぎきた 15

携帯型移動局

9

車載型移動局（救急車） 5ｗ さしょうきゅうきゅう 3

1ｗ・5ｗ さしょうおぎ 7

署活系 1ｗ かんざき・よしのがり・さんせ 16

携帯型移動局 1ｗ・5ｗ さしょうかんざき 8

神埼消防署

卓上型固定移動局 5ｗ さしょうかんざき 1

車載型移動局（消防車・緊急車） 5ｗ さしょうかんざき 9

車載型移動局（救急車） 5ｗ さしょうきゅうきゅう

可搬型移動局 5ｗ さしょうかはん 1

1

佐賀消防署

多久消防署

[移動局]　

署活系 1ｗ たく 11

携帯型移動局 1ｗ・5ｗ さしょうたく 5

署活系 1ｗ さが・にし・ひがし 28

無線局の配置状況
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火 災 種 別 摘　　　　　　　　　　　　　要

そ の 他 の 火 災

建 物 火 災  建物又はその収容物が焼損した火災をいう。

林 野 火 災  森林、原野又は牧野が焼損した火災をいう。

 上記火災以外の火災をいう。

車 両 火 災
 自動車車両、鉄道車両及び被けん引車又はこれらの積載物が焼損
 した火災をいう。

船 舶 火 災  船舶又はその積載物が焼損した火災をいう。

航 空 機 火 災  航空機又はその積載物が焼損した火災をいう。

令和4年中の火災概要

火 災 の 種 別

佐賀広域消防局管内における令和4年中の火災発生件数は108件で、前年より6件

増加しています。

火災種別ごとにみると、建物火災が50件(前年比;-2)、林野火災3件(前年比;±0)、

車両火災11件(前年比;-1)、船舶火災1件（前年比；+1）、航空機火災0件(前年

比;±0)、その他の火災43件(前年比;＋8)となっています。

出火原因の第1位は「火入れ」で15件(13.88％)、次に「たき火」が9件(8.33％)、

次いで「こんろ」が7件（6.48％）、「排気管」が6件（5.55％）、「電気機器」が

5件（4.62％）となっています。

火災による死者は3名で前年より3名増加しており、負傷者は25名で前年より2名

増加しています。

Ⅰ 火災
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令和03年

令和4年中

市　町

32 4 9 2 3 50

1  1 1  3

4 2 1 2 2 11

1     1

     0

30 1 3 5 4 43

     0

68 7 14 10 9 108

10 2 2  2 16

2  1   3

9 1 2   12

11 1 4 2 1 19

5 1    6

1     1

10     10

5  1   6

53 5 10 2 3 73

13 2 1  2 18

2  3   5

23 2 5   30

38 4 9 0 2 53

91 6 20  7 124

 3    3

19 3 2  1 25

罹
災
人
員

人　  　員

死 　   者

負  傷  者

部 分 焼

ぼ   　や

 計

罹
災
世
帯

 全　  　損

 半　  　損

 小　  　損

 計

 計

焼

損

棟

数

火
　
元

全 　 　焼

半　　  焼

部 分 焼

ぼ   　や

類
　
焼

全   　焼

半   　焼

火

災

種

別

建　   物

火

災

件

数

林   　野

車   　両

船   　舶

航 空 機

そ の 他

吉野ヶ里町 計
  区　分

爆　　発

佐賀市 多久市 小城市 神埼市

火災発生状況
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令和03年

1 5 2  4 2 1 2  3 5 3 28 
             
1 2 1         1 5 
             
             
             
             
             
             
             
       1     1 
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
             
 1   1 1   1   1 5 
             
             
             
     1       1 
             
           1 1 
             
             
             
             
 1 1 1 2      1 3 9 
2 9 4 1 7 4 1 3 1 3 6 9 50 
 1 1  1        3 
 1 1 1 1   2 1 2  2 11 
      1      1 
             
2 7 4 4 10 1 4 2 1 5 2 1 43 
2 9 6 5 12 1 5 4 2 7 2 3 58 
4 18 10 6 19 5 6 7 3 10 8 12 108 

地 下 街

事 務 所

神 社 ・ 寺 院

飲 食 店

複合用途(非特定)

準 地 下 街

物 品 販 売 業

倉 庫

旅 館 ・ ホ テ ル
病 院

車 両 ( 自 動 車 ）

建
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

公 会 堂
キ ャ バ レ ー
遊 技 場
性 風 俗
カラオケボックス

特 殊 浴 場

文 化 財

料 理 店

劇 場

工 場 ・ 作 業 場

計

船 舶
航 空 機
そ の 他
小 計

そ の 他
小 計
林 野

図 書 館

航空機・格 納庫

社 会 福 祉 施 設

学 校
幼 稚 園

グループホ ーム

複合用途 (特定)

公 衆 浴 場
停 車 場

ス タ ジ オ
駐 車 場

　　　　月　
　　用 途

併 用 住 宅
共 同 住 宅

住 宅

（令和４年１月１日～１２月３１日）

12月 計６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月１月 ２月 ３月 ４月 ５月

月別用途別火災発生状況

4

18

10

6

19

5 6 7

3

10
8

12

0

5

10

15

20

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

件数 月別火災発生状況グラフ
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令和03年

　　　　　　　月

　　原　因

た ば こ  1 1     1     3 

こ ん ろ 1 1   1   1  1  2 7 

か ま ど              

風 呂 か ま ど              

炉      1       1 

焼 却 炉       1     1 2 

ス ト ー ブ  2           2 

こ た つ              

ボ イ ラ ー              

煙 突 ・ 煙 道              

排 気 管  1 1 1 2   1     6 

電 気 機 器  1   1  1 1   1  5 

電 気 装 置              

電 灯 ・ 電 話 配 線           1  1 

内 燃 機 関              

配 線 器 具   1        1 1 3 

火 遊 び              

マッチ・ライター              

た き 火 1 2 3 1 1      1  9 

溶 接 機 ・ 切 断 機  1 1         1 3 

灯 火  2        1   3 

衝 突 の 火 花              

取 灰            1 1 

火 入 れ  3  1 5 1 1  1  1 2 15 

放 火   1          1 

放 火 の 疑 い    3         3 

そ の 他  3   5 3 3 3 2 6 3 2 30 

不 明 2 1 2  4     2  2 13 

計 4 18 10 6 19 5 6 7 3 10 8 12 108 

a

令和4年中

１月 ３月 ９月５月

※「その他」には、雷、自然発火及び輻射熱によるものが含まれる。

１１
月

１２
月

計４月
１０
月

６月 ７月２月 ８月

月別原因別火災発生状況
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市町 

37 4 10 5 2 58

6 3 3 2 14

2

24 7 6 7 3 47

67 14 19 12 7 119

3 2 1 6

27 5 8 8 4 52

2 1 3

7 3 2 12

3

22 5 1 3 4 35

58 10 12 12 10 102

32 4 9 2 3 50

1 1 1 3

4 2 1 2 2 11

4 1 1

30 1 3 5 4 43

68 7 14 10 9 108

3 3
計

火 災 発 生 件 数

死 者 の 数

林   　野

車   　両

船   　舶
年 航 空 機

そ の 他

爆　　　発

計
火 災 発 生 件 数

死 者 の 数

令
和

火

災

種

別

建　   物

火

災

種

別

建　   物

令
和

年

林   　野

車   　両

船   　舶
年 航 空 機

そ の 他

爆　　　発

計
火 災 発 生 件 数

死 者 の 数

令
和

火

災

種

別

建　   物

林   　野

車   　両

船   　舶

航 空 機

そ の 他

爆　　　発

佐賀市 多久市 小城市 神埼市 吉野ヶ里町 計
　年・種別

過去３年間の火災発生状況
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過去３年間の市町別火災発生状況の推移
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排気管

配線器具

こんろ 電気機器

※「たき火」、「火入れ」について

4令 和 ３ 年 12 11たき火 6

火入れ

放火

たばこ
電灯・

電話配線
5

　 屋外における焼却行為のうち、ゴミや枯草などを一箇所に集めて焼却することを「たき火」、

　地面に生えたままの下草などを焼却すること（野焼き）を「火入れ」として区分している。

　令和２年の「火入れ」には、「たき火」によるものを含んでいる。

57 6排気管令 和 ４ 年 火入れ 15 9たき火

4

ストーブ

電気機器

配線器具

5たばこ

第 ４ 位 第 ５ 位第 ２ 位 第 ３ 位第 １ 位年

6こんろ令 和 ２ 年 火入れ 20 9放火

過去３年の火災原因
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事 故 種 別 摘　　　　　　　　　　　　　　　　要

火 災 事 故   火災現場において直接火災に起因して生じた事故をいう。

自 然 災 害 事 故
  暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪
崩、地すべり、その他の異常な自然現象に起因する災害によ
る事故をいう。

水 難 事 故
  水泳中（運動競技によるものを除く）の溺者又は水中転落
等による事故をいう。

交 通 事 故
  すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故若しく
は歩行者等が交通機関に接触したこと等による事故をいう。

労 働 災 害 事 故
  各種工場、事業所、作業所、工事現場等において就業中発
生した事故をいう。

運 動 競 技 事 故

  運動競技の実施中に発生した事故で直接運動競技を実施し
ている者。審判員及び関係者等の事故（ただし観覧中のもの
が直接に運動競技用具等によって負傷した場合は含み、競技
場の混乱による事故等は含まない）をいう。

一 般 負 傷 事 故   他に分類されない不慮の事故をいう。

加 害 事 故   故意に他人によって傷害等を加えられた事故をいう。

自 損 行 為 事 故   故意に自分自身に傷害等を加えた事故をいう。

急 病 事 故   疾病によるもので救急業務として行ったものをいう。

そ の 他
  転院搬送、医師、看護師搬送、医療資器材等の輸送、その
他のものをいう。

　令和４年中における救急出場件数は、17,928件（前年14,891件）、搬送人員は、
16,557人（前年13,814人）で、前年に比べ出場件数が3,037件増、搬送人員は2,743人
増となっています。
　事故種別でみると、「急病」が10,618件（59.2％）、次いで「その他（転院搬
送）」2,478件（13.8％）、「一般負傷」2,259件（12.6％）、「交通事故」1,163件
（6.5％）となっています。

救急事故の種別

令和４年中の救急出動概要

Ⅱ 救急
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77 11 25 12 11 136

2 1 3

11 11

785 50 120 128 72 8 1,163

69 7 17 14 10 117

145 9 14 12 3 183

1,525 169 274 224 67 2,259

31 1 2 4 38

80 10 14 18 14 136

7,330 640 1,247 929 471 1 10,618

1,841 80 320 162 75 2,478

3 3

0

599 28 79 53 24 783

12,498 1,006 2,112 1,556 747 9 17,928

207 29 34 29 14 313

1,235 87 198 152 72 1,744

5,531 464 878 704 318 3 7,898

4,549 349 825 585 287 6 6,601

1 1

11,523 929 1,935 1,470 691 9 16,557

975 77 177 86 56 0 1,371

       市 町 佐

賀

市

多

久

市

小

城

市

神

埼

市

吉
野
ヶ
里
町

左
記
以
外

令和４年中　　

計

種　　別

火 災
自 然 災 害

一 般 負 傷
加 害

水 難
交 通
労 働 災 害
運 動 競 技

自 損 行 為

搬送人員（計）
不 搬 送

出場件数（計）

傷

病

程

度

死
重
中
軽

その他

急 病

そ

の

他

転 院
医 師
資 器 材
そ の 他

事故種別救急出場件数・搬送人員

12498

1006
2112

1556
747

9

11523

929 1935 1470 691 9

-1000

1000

3000

5000

7000

9000

11000

13000

佐賀市 多久市 小城市 神埼市 吉野ヶ里町 左記以外

件・人

救急出場件数・搬送人員グラフ
出場件数（計） 搬送人員（計）
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963 78 160 113 54 1,368 
903 73 153 107 50 1,286 
913 69 165 123 62 1,332 
824 65 159 111 51 1,210 
918 57 171 93 58 2 1,299 
836 48 159 89 59 2 1,193 
944 77 129 115 51 1,316 
893 74 121 108 49 1,245 
978 74 156 124 61 1,393 
905 68 147 117 60 1,297 
945 85 136 139 54 1,359 
869 79 124 138 49 1,259 

1,220 87 226 138 70 1 1,742 
1,136 79 207 133 67 1 1,623 
1,256 104 229 158 58 2 1,807 
1,150 96 207 146 51 2 1,652 
1,029 81 191 134 70 1,505 

958 80 181 125 65 1,409 
1,001 96 154 125 59 1,435 

926 90 142 120 52 1,330 
1,015 88 163 129 63 4 1,462 

940 80 132 118 58 4 1,332 
1,316 110 232 165 87 1,910 
1,183 97 203 158 80 1,721 

12,498 1,006 2,112 1,556 747 9 17,928 

11,523 929 1,935 1,470 691 9 16,557 

※上段は出場件数、下段は搬送人員を示す。

    １ ２ 月

計

      ６  月

      ７  月

      ８  月

      ９  月

    １ ０ 月

    １ １ 月

      ５  月

吉

野

ヶ
里

町

      市 町 佐

賀

市

多

久

市

小

城

市

神

埼

市

左
記
以
外

計

　　月

      １  月

      ２  月

      ３  月

      ４  月

令和４年中

月別救急出場件数・搬送人員

1,368
1,332 1,299 1,316

1,393 1,359

1,742
1,807

1,505
1,435 1,462

1,910
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1,210
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1,245 1,297 1,259

1,623
1,652

1,409
1,330 1,332

1,721
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月別救急出場件数・搬送人員グラフ 出動件数

搬送人員件・人

月
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11,523 929 1,935 1,470 691 9 16,557

  
  
    
　　
　　

 年   齢

令和４年中　　

      市  町 佐

賀

市

多

久

市

小

城

市

神

埼

市

1 

吉
野
ヶ
里
町

左

記

以

外

計

77 28 

12 

677７歳以上

１８歳未満

40 81 

13生後

２８日以内

乳 幼 児

新 生 児

608

1,216 10,441
（６５歳以上）

4,818１８歳以上

６５歳未満

215 561 9 

645 398 958 

400 223 

計

少    年

老　　人

成　　人

407 

470 

3,410 

7,224 

２９日以上

７歳未満

57 

55 41 

29 

年齢別搬送人員

新生児
0.1%

乳幼児
3.7% 少 年

4.1%

成 人
29.1%

老 人
63.1%

年齢別搬送人員とその割合グラフ

新生児 乳幼児 少 年 成 人 老 人
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1,752 141 291 203 115 1 2,503

1,878 153 312 255 103 1 2,702

1,736 148 300 226 94 5 2,509

1,719 147 311 215 106 1 2,499

1,711 136 312 195 108 2,462

1,873 147 293 223 99 1 2,636

1,829 134 293 239 122 2,617

12,498 1,006 2,112 1,556 747 9 17,928

吉

野

ヶ
里

町

      市 町 佐

賀

市

多

久

市

小

城

市

神

埼

市

左

記

以

外

計

令和４年中　　

金

土

計

曜日

日

月

火

水

木

曜日別救急出場件数

2,503 

2,702 

2,509 2,499 

2,462 

2,636 
2,617 

2,300

2,350

2,400

2,450

2,500

2,550

2,600

2,650

2,700

2,750

日 月 火 水 木 金 土

曜日別救急出場件数グラフ件
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53 10 13 8 5 89
8 2 10
7 1 2 1 1 12

756 44 111 130 58 1 1,100
81 12 18 9 12 132
94 5 4 11 3 117

1,248 123 246 166 85 2 1,870
37 1 5 3 1 47
93 7 16 7 5 128

5,275 510 945 710 334 1 7,775
1,888 115 315 225 109 2 2,654
9,540 828 1,675 1,272 613 6 13,934
8,854 758 1,561 1,164 576 3 12,916

61 16 17 14 11 119
15 6 3 4 1 29
7 2 1 10

815 51 140 116 63 2 1,187
62 10 16 10 11 109
99 9 4 6 2 120

1,334 138 236 189 99 1,996
23 5 9 6 4 47
99 5 13 14 12 1 144

5,628 517 947 780 355 8,227
2,105 127 332 235 104 2,903

10,248 886 1,717 1,375 662 3 14,891
9,540 794 1,601 1,253 625 1 13,814

77 11 25 12 11 136
2 1 3

11 11
785 50 120 128 72 8 1,163
69 7 17 14 10 117

145 9 14 12 3 183
1,525 169 274 224 67 2,259

31 1 2 4 38
80 10 14 18 14 136

7,330 640 1,247 929 471 1 10,618
2,443 108 399 215 99 3,264

12,498 1,006 2,112 1,556 747 9 17,928
11,523 929 1,935 1,470 691 9 16,557

計
出 場 件 数
搬 送 人 員

令
和
４
年

火 災
自 然 災 害
水 難
交 通
労 働 災 害
運 動 競 技
一 般 負 傷
加 害
自 損 行 為
急 病
そ の 他

交 通

そ の 他

火 災
自 然 災 害
水 難

令
和
2
年

計
出 場 件 数
搬 送 人 員

運 動 競 技
一 般 負 傷
加 害
自 損 行 為
急 病
そ の 他

令
和
３
年

計
出 場 件 数
搬 送 人 員
火 災
自 然 災 害
水 難
交 通
労 働 災 害

労 働 災 害
運 動 競 技
一 般 負 傷
加 害
自 損 行 為
急 病

　　年・種別

　　　　　　　市   町
佐賀市 多久市 小城市 神埼市 吉野ヶ里町 左記以外 計

過去３年間の救急出場件数

15,178 15,308 

13,934 
14,891 

17,928 

13,823 
14,286 

12,916 
13,814 

16,557 

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

平成30年 平成31年・令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

件・人

過去5年間の救急出場件数と搬送人員の推移グラフ＿
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事 故 種 別 摘 要

建 物 火 災

建 物 火 災 以 外

交 通 事 故

水 難 事 故

風水害等自然災害事故

機 械 に よ る 事 故

建物等による事故

ガス及び酸欠事故

破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故

   暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪崩、地すべり
その他の異常な自然現象に起因する災害による事故をいう。

   エレベーター、プレス機械、ベルトコンベアその他の建設機械、工
作機械等による事故をいう。

   建物、門、柵、塀等建物に付帯する施設又はこれらに類する工作
物の倒壊による事故、建物等内に閉じ込められる事故、建物等に挟
まれる事故等をいう。

   一酸化炭素中毒その他のガス中毒事故、酸素欠乏による事故等を
いう。

〇令和４年中の救助出動件数：332件（前年比：－34件）
〇事故種別ごとの主な内訳
　①　「その他の事故」：136件（40.96％）
　②　「交通事故」：95件（28.61％）
　③　「建物等による事故」：70件（20.83％）

　火災現場において、直接火災に起因して生じた事故をいう。

　林野、車両、航空機その他の火災において、直接火災に起因して
生じた事故をいう。

   すべての交通機関相互の衝突及び接触又は単一事故若しくは歩
行者等が交通機関に接触したこと等による事故をいう。

　水泳中の溺者又は水中転落等による事故をいう。

　火災事故以外のボイラー、ボンベ等の物理的破裂による事故をい
う。ただし、瞬間的な燃焼現象である混合ガス爆発、ガスの分解燃
焼、粉塵爆発などの化学的変化による爆発は、火災として扱う。

　前に掲げる事故以外の事故で、消防機関による救助を必要としたも
のをいう。（出動したが誤報、いたずらであった場合も該当する。）

救助事故の種別

令和４年中の救助出動概要

Ⅲ 救助
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出動件数 10 1 1 1 13

救助人員 2 1 3

出動件数 51 6 8 12 4 14 95

救助人員 28 5 2 7 2 11 55

出動件数 14 14

救助人員 10 10

出動件数 0

救助人員 0

出動件数 2 1 1 4

救助人員 2 1 1 4

出動件数 57 4 6 1 2 70

救助人員 36 4 2 1 2 45

出動件数 0

救助人員 0

出動件数 0

救助人員 0

出動件数 82 14 10 19 8 3 136

救助人員 43 5 6 14 3 0 71

出動件数 216 26 25 32 16 17 332

救助人員 121 16 10 22 8 11 188

佐賀市 多久市 小城市 神埼市 吉野ヶ里町

令和４年中

そ の 他

左記以外 合計

火 災

交 通 事 故

水 難 事 故

市　町　　

　　事故種別

合 計

風 水 害
自 然 災 害

機 械 に よ る
事 故

建 物 等 に よ る
事 故

ガ ス 及 び
酸 欠 事 故

破 裂 事 故

13 

95 

14 0 4 

70 

0 0 

136 

0
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災
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事
故
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故
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等
に
よ
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事
故
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及
び

酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他

事故種別救助出場件数グラフ

市町別事故種別救助出動件数・救助人員
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佐
賀
市

多
久
市

小
城
市

神
埼
市

吉
野
ヶ

里
町

左
記
以
外

合
 
 
 
計

佐
賀
市

多
久
市

小
城
市

神
埼
市

吉
野
ヶ

里
町

左
記
以
外

合
 
 
 
計

佐
賀
市

多
久
市

小
城
市

神
埼
市

吉
野
ヶ

里
町

左
記
以
外

合
 
 
 
計

出動件数 8 1 1 1 11 9 1 1 1 1 13 10 1 1 1 13

救助人員 7 7 1 1 2 1 3

出動件数 34 5 9 13 7 10 78 61 7 18 14 3 5 108 51 6 8 12 4 14 95

救助人員 24 8 8 13 2 3 58 20 5 16 6 1 2 50 28 5 2 7 2 11 55

出動件数 13 1 1 4 1 20 12 1 3 5 1 22 14 14

救助人員 8 1 1 2 1 13 5 1 2 2 1 11 10 10

出動件数 1 1 2 12 4 3 10 29 0

救助人員 1 1 51 3 14 68 0

出動件数 4 1 4 9 3 1 1 1 2 8 2 1 1 4

救助人員 3 2 5 2 1 1 1 5 2 1 1 4

出動件数 33 2 6 2 1 44 26 2 5 2 35 57 4 6 1 2 70

救助人員 29 1 4 1 2 37 18 1 3 1 23 36 4 2 1 2 45

出動件数 3 1 4 2 2 0

救助人員 2 1 3 0 0 0

出動件数 0 0 0

救助人員 0 0 0

出動件数 87 12 16 8 7 5 135 90 15 26 11 3 4 149 82 14 10 19 8 3 136

救助人員 51 6 7 4 2 70 49 7 11 5 1 1 74 43 5 6 14 3 71

出動件数 183 22 34 32 17 15 303 215 31 57 44 10 9 366 216 26 25 32 16 17 332

救助人員 124 16 21 23 7 3 194 146 14 36 29 4 3 232 121 16 10 22 8 11 188

ガ ス 及 び
酸 欠 事 故

破 裂 事 故

そ  の  他

計

市    町

風　水　害
自 然 災 害

機械による
事　　　故

令和２年

※ 上段は出動件数、下段は救助人員を示す。

令和３年 令和４年
         年

R２ R３ R４

事故種別

水 難 事 故

交 通 事 故

火     災

建物等による
事　　　　故

過去３年間の事故種別救助出動件数

11 
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20 
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44 

4 0 
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13 

108 

22 29 

8 

35 

2 0 

149 

13 

95 

14 
0 4 

70 

0 0 
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0

40

80
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160
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故
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事

故
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事

故
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他

件 事故種別救助出動件数グラフ＿
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17

111 0

12 12 4

災 害 種 別

ガ ス 漏 え い

火災警報器等発報

救 急 活 動 支 援

そ の 他

油 漏 え い

摘　　　　　　　　　　要

計

62

左記以外佐賀市

　前に掲げるもののほか、次の出動をいう。
・台風、大雨等の自然災害により人命に危険が予想される場合の出動
・ドクターヘリ等の場外離発着時における危険排除のための出動
・火災と紛らわしい発煙を覚知した場合の出動

　交通事故等により、ガソリンなどの油類の危険物質が漏れたことを覚
知した場合の出動をいう。

　都市ガス、プロパンガス、その他の引火性又は有毒性のガスが漏れ
たことを覚知した場合の出動をいう。

　火災等の発生により、火災警報器等が発報したことを覚知した場合の
出動をいう。

　救急車出動時の消防隊による活動支援のための出動をいう。

令和４年中

多久市 小城市 神埼市 吉野ヶ里町

41

〇令和４年中の警戒出動件数：2,723件（前年比：＋518件）
〇災害種別ごとの主な内訳
　①　救急活動支援：2,147件（78.85％）
　②　その他：324件（11.90％）
　③　火災警報器等発報：187件（6.87％）

5 5

2,723

324

188 85

270

65

市町　
　事故種別

油 漏 え い

ガ ス 漏 え い

9

3 3

187150火災警報器等発報

166

2,147

1,890

38

計

8 3

救 急 活 動 支 援 1,530 135 209

190 262

そ の 他 38

警戒出動の種別

令和４年中の警戒出動概要

事故種別警戒出動状況

Ⅳ 警戒
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　　　　月
種別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計(回) 比率

火災 4 26 13 6 21 6 9 8 11 15 12 18 149 0.5%

救急 1,167 1,148 1,115 1,145 1,226 1,182 1,530 1,549 1,290 1,229 1,280 1,645 15,506 54.3%

救助 26 10 28 15 10 25 14 17 12 13 24 25 219 0.8%

警戒 139 141 124 108 99 121 124 149 144 117 126 189 1,581 5.5%

テスト ・
訓練

169 376 369 227 305 277 192 185 212 326 390 392 3,420 12.0%

間違い・
悪戯

75 67 68 88 106 94 126 141 119 124 103 143 1,254 4.4%

各種
問合せ

96 83 102 98 89 94 155 148 105 117 106 121 1,314 4.6%

その他 356 323 417 425 416 404 459 432 499 471 384 534 5,120 17.9%

計　（回） 2,032 2,174 2,236 2,112 2,272 2,203 2,609 2,629 2,392 2,412 2,425 3,067 28,563 100.0%

令和４年中    

 ※「その他」には、「他消防本部等への転送」および、「一般業務問い合わせ」、 「消防機関の電話番号問い合わせ」
などの各種問い合せが含まれます。

１１９番受信状況

火災 0.5%

救急 54.3%

救助 0.8%

警戒 5.5%

テスト ・訓練 12.0%

間違い・悪戯 4.4%

各種 問合せ 4.6%

その他 17.9%

Ⅴ 通信
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（電話） ０９５２‐３０‐０１１１　（代表）

佐賀市兵庫北三丁目５番１号 （FAX） ０９５２‐３１‐２１１９

（E‐mail) sagakoiki@chubu.saga.saga.jp

総 務 課 （電話） ０９５２‐３３‐６７６３

警 防 課 （電話） ０９５２‐３３‐６７６１

予 防 課 （電話） ０９５２‐３３‐６７６５

情 報 指 令 課 （電話） ０９５２‐３０‐０１１１　（代表）

０９５２－２０－７１１９

０９５２－３１－８８９９

〒849‐0919 （電話） ０９５２‐３３‐６７７１（庶務課）

佐賀市兵庫北三丁目５番１号 （電話） ０９５２‐３３‐６７６７（消防課）

（電話） ０９５２‐３３‐６７７５（救急課）

（電話） ０９５２‐３３‐６７７３（予防指導課）

（FAX） ０９５２‐３２‐１８３８

西 分 署 〒840‐0857 （電話） ０９５２‐２５‐３３２０

佐賀市鍋島町大字八戸１３５７番地１ （FAX） ０９５２‐２５‐４７２７

東 分 署 〒840‐0012 （電話） ０９５２‐２７‐１３３９

佐賀市北川副町大字光法１１３７番地 （FAX）

〒846‐0002 （電話） ０９５２‐７５‐２１９１

多久市北多久町大字小侍２２番地１ （FAX） ０９５２‐７５‐２６９６

多久南西出張所 〒846‐0031 （電話） ０９５２‐９７‐７１１９

多久市多久町１７７６番地３０ （FAX） ０９５２-９７-８１１９

〒840‐2213 （電話） ０９５２‐４５‐６４４２

（FAX） ０９５２‐４５‐４９３０

久 保 田 出 張 所 〒849‐0202 （電話） ０９５２‐６８‐３２４８

佐賀市久保田町大字久富４５０番地１３ （FAX） ０９５２-６８-３２４６

〒840‐0211 （電話） ０９５２‐６２‐３４４２

佐賀市大和町大字東山田２７３９番地 （FAX） ０９５２‐６２‐１９２６

富 士 出 張 所 〒840‐0522 （電話） ０９５２‐５８‐２８１１

佐賀市富士町大字畑瀬６８番地３０ （FAX） ０９５２‐５８‐２８１２

〒849‐0301 （電話） ０９５２‐６６‐１５４１

小城市牛津町乙柳８９４番地１ （FAX） ０９５２‐６６‐１５４２

北 分 署 〒845‐0002 （電話） ０９５２‐７３‐９９１９

小城市小城町畑田２６２６番地１２ （FAX） ０９５２‐７３‐９９２２

〒842‐0006 （電話） ０９５２‐５２‐３２９１

神埼市神埼町枝ヶ里１８４番地１ （FAX） ０９５２‐５３‐２１７４

三 脊 出 張 所 〒842‐0302 （電話） ０９５２‐５６‐２００９

佐賀市三瀬村藤原２９３８番地１ （FAX） ０９５２‐５６‐２１８５

吉野ヶ里出張所 〒842‐0102 （電話） ０９５２‐５３‐０５４１

神埼郡吉野ヶ里町石動２７９２番地４ （FAX） ０９５２‐５３‐０５４２

佐賀市川副町大字鹿江１１５２番地１

神 埼 消 防 署

北 部 消 防 署

小 城 消 防 署

佐 賀 広 域 消 防 局

（火災問い合わせ)

佐 賀 消 防 署

多 久 消 防 署

 https://www.chubu.saga.saga.jp/shobo.html

（医療機関問い合わせ)

南 部 消 防 署

〒849‐0919

０９５２-２７-１３７９

施設所在地・連絡先一覧

https://www.chubu.saga.saga.jp/shobo.html
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